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∨区  S X07(図 145)

∨区 S X06・ 07平・断面

S X06の 南側 X〓 144.245 Y=60。 762付近で検出した炭土坑である。平面形が長軸3.4m短軸1.4mを 測

るやや歪な隅丸方形を呈し、手前側が短 く突出する。残存深0。2～ 0.25mを 測るが、床面は南東から突出

部がある北西方向へ傾斜 し、 5° ～ 8° 程の傾斜角を測る。床面は概ね平坦であり、一定箇所に集中する

ことなく疎 らに被熱部分が見 られた。突出部に対応する床面には、土坑状の窪みがあることから、焚 き

田部と推定される。遺物は一切出土していないが、周辺遺構の状況から9c後半～10c前半の所産と思

われる。
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∨区 S X08(図 146)

V区中央部のX=144.241 Y=60。 775付近で検出した炭土坑である。平面形は長軸2.9m短軸1.3mの 隅

丸長方形を呈し、図手前側の一辺が突出する。残存深0。15mを測るが、床面は 3° 程の傾斜を示すが、ほ

ぼ水平と言ってよい。突出部の両側の床面には、小ピットが2基確認できる。突出部を手前とし奥側の

床面の一部と、突出部付近の壁面が明瞭に焼土化 している。今回検出している炭土坑の内、最も被熱が

顕著である。出土遺物は2172の杯 B5形式があるが、本遺構が須恵器窯と同時期の包含層状面から切 り

込んでいることから、混入品と理解 したい。以上の点から、須恵器窯と同時期の包含層より後出する所

産のものと見倣し、周辺遺構の状況から9c後半～10c前半の所属時期を想定する。

Vtt SX09(図 146)

V区南西部の丘陵斜面X=144.246 Y=60.741付 近で検出した炭土坑である。平面形は長軸3.lm短軸

1。 lm程のやや細身の長楕円形を呈 し、図手前側には排水溝 らしき小溝が派生する。残存深は0。2m程 を

測 り、床面の傾斜は僅かでありほぼフラットである。他の炭土坑 と同様に、埋没土は炭化物で充填され

るが(床面・壁面等に被熱箇所は確認できない。出土遺物は見 られなかったが、周辺遺構の状況から9

c後半～10c前半の所産と思われる。

∨区 SX10(図 146)

S X09に 近接するX=144.235 Y=60.742付近で検出した炭土坑である。平面形は、長軸4.Om短軸1.3

mの隅丸長方形を呈 し、図手前側に突出部をもつ。残存深は0.1～0.3mを 測るが、床面傾斜は 4° であ

り、ほぼフラットである。床面には顕著な被熱箇所は見 られず、突出部に対応する床面には、焚 き口と

思われる土坑状の窪みがある。出土遺物は見 られなかったが、周辺遺構の状況から9c後半～10c前半

の所産と思われる。
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第 4章 予備調査 の成果

事業地の対象面積が8haと 広大であったことから、全面発掘調査 と平行 して長尾町側で 2地点三木町

側で 1点、合計 3地点の予備調査を実施 している。図147に 示すとお り、それぞれA～ C地点と呼称 し

各地点毎の調査成果を本節で報告することとする。また、すべての地点で重機等の進入が不可能であっ

たことから、入力による トレンチ掘削を行い地下遺構の状況を確認した。

各地点の様相 A地点は、幅30m程の東へ延びる開析谷 と両サイ ドの矮小な尾根筋が対象地となる。

開析谷を中心に 5本の トレンチを設定した。現地表から0。4～ 0。7m下位において、すべての トレンチで

遺物包含層を確認している。この遺物包含層上面は、ほぼ水平堆積に近 く谷部を水田化 した段階の連続

する耕作土層と思われる。遺物包含層自体は、谷部分の自然埋堆積層と思われる。また、 4ト レンチの

遺物包含層に遺物の集中が見 られたもこれらの出土遺物は14cを 中心としたものである。 トレンチ内に

明確な遺構が見 られないことと、周辺の尾根 も比較的近年と思われる改変を受けていたことから、 トレ

ンチ部分で保護措置を終了したものと見倣した。

B地点は標高120m程の丘陵頂部とそれら派生する尾根筋が対象となる。各 トレンチともに表土下0.2

m程で基盤土である花嵩岩盤に到達 し、遺構は確認できなかった。 6ト レンチからは、中世前半と思わ

れる須恵器鉢の底部片と寛永通宝と思われる銭貨 1点 を採取 したが、遺構の存在は確認できなかった。

これらの結果を踏まえ、 トレンチ掘削をもって保護措置を終了している。

C地点は本調査対象地である小谷窯跡の南方150mに所在する標高130m前後の丘陵頂部と尾根筋が対

象 となる。 8本 トレンチを設定したが、表土下0。2m程で花 嵩岩盤が現れ、遺構 0遺物は見 られなかっ

た。以上の結果を踏まえて、 トレンチ掘削で保護措置を終了した。

図149は A地点の 4ト レンチからの出土遺物である。2175は須恵器高台杯である。高台の貼 り付け位

置や形態から8c代の所産と思われる。2173は底部外面に回転糸切 りが見 られる土師質土器小皿である。

2174は土師質土器鍋 と思われる。2176～ 2180。2192は土師質土器足窯である。内タト面はハケメ調整ではな

く板ナデによって仕上げられる。2181は瓦質の加工円盤と思われる。2182は銭貨であるが、鋳上がりが

悪 く判読できない。2183～2190は 口縁部が拡張される東播系の須恵器鉢である。2189。2190の底部外面に

は、回転糸切 り痕が見られる。2191は土師質土器橘鉢であり、内面に僅かながら卸目が見られる。
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第 V章  ま とめ

第 1節 小谷窯跡出土須恵器の編年

1。 はじめに

これまで見てきたように、小谷窯跡では良好な状態で多量の須恵器が出土した。また近年、坂出市所

在打越窯や志度町所在末3号窯など、発掘調査によって出土した当該期の須恵器資料の報告が行われて

きたことによって、7世紀代の編年にも見通しが立つものとなってきた。本節では、これらの資料と小

谷窯跡出土資料を組み合わせて、7世紀代の須恵器を編年することとしたい。当該期の編年については、

既に試みられている (松本・岩橋1986.佐藤1997.1998)が、近年の発掘資料の充実に伴い再度作業を行う。

本来的には、形式 (系譜)分類を行いその上で型式設定を行うべきであるが、作業を行うにあたって窯

跡や消費地 (集落・墳墓)での良好な一括資料がまだ不足している状況にあることや、生産地区での考

古学的な特徴 (製作技法などの癖)が多く見られると予想されることから、ここでは形式 (系譜)の設

定に留めその消長から様相を抽出する。

2.形式分類 (図 151～ 154)

本来的には、当該期に主流を占める蓋杯類に加えて、長頸瓶や平瓶などの壺類や甕を加え全器種形式

分類すべきところではあるが、筆者の力量不足と比較的出土量の豊富な蓋杯類を中心に現時点での変遷

を抽出する。

蓋A形式

蓋Al形式 所謂古墳時代タイプの蓋である。天丼部の回転ケズリの有無によって、A2形式と判別され

る。

蓋A2形式 器形はAl形式と同様であるが、天丼部が回転ヘラ切 り痕を留めるか、その後ナデを施す

かあるいは未調整のまま放置されるもの。

杯A形式

杯Al形式

杯A2形式

蓋β形式

蓋Bl形式

蓋B2形式

蓋B3形式

蓋B4形式

蓋Al類 とセット関係になる古墳時代タイプの杯である。底部に回転ケズリがみられるもの。

全体の器形は杯Al形式と同様であるが、底部の回転ケズリの欠落によってAl形式と分け

る。日縁部の立ち上が りは杯Al形式よりも矮小で受け部と同じ高さの立ち上が りをもつ

ものが多い。

口縁部と天丼部の境に窪みや稜線などによる明瞭な境をもち、山形でやや高い器高に天丼

部に平坦面をもつもの。摘みは乳頭状のものからやや細みの宝珠形と扁平な宝珠形のもの

が見られる。

蓋Bl形式と同様にやや平坦な天丼部をもつが、器高がやや低い。日縁部から天丼部の平坦

面までの間の部分が強いナデによって窪み、天丼部の平坦面との境が明瞭なもの。

天丼部が ドーム状を呈するもの6摘み形態はBl形式と同様細身の宝珠形から扁平なものが

見られる:

蓋B3形式と同じくドァム状の天丼部をもつが、比較的平坦な天丼部をもつ。平坦面が狭

く腰高のものから、平坦面が広 く、扁平な器高をもつものが見 られる。摘みやかえりの突

出状況は他の蓋B形式と同様のバリエニションがある。

他の蓋B形式に比べて直線的な山形の天丼部をもち、摘み部に至るもの。蓋B5形式
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蓋B8形式 蓋B2～B5類 に比べて大口径なものを指す。天丼部には乳頭状から先端尖る疑宝珠形のも

のがある。

杯 B形式

杯Bl形式 箱形の体部をもち、日径に対して器高がやや低いもの。日縁部は直立するか、やや反する

ものも含める。

杯B2形式 杯B2形式同様箱型の体部をもつが、日径に対して器高がやや深いもの。日縁部はやや内

湾し、底部と丸みをもった平底をもつもの。

杯B3形式 箱形の器形で、直線的に外反する口縁部をもつもの。

杯B4形式 やや矮小な平底の底部から、体部の途中で反転する口縁部をもつもの。沈線をもつものと

もたないものがある。

杯B5形式 扁平な皿形を呈するもの。器高は低く口縁部まで直線的に外反するものから、やや内傾す

るものカドある。

杯B6形式 箱形の体部をもつが、他の形式に比べて口径が大きく14cm前後を測り、体部に沈線をもつ

もの。

杯B7形式 椀形の体部をもち、直立する口縁部をもつもの。体部に沈線をもつ。

杯 ε形式

杯Cl形式 扁平な器形をもち、体部途中の変換′点から直立ないし内傾する日縁部をもつもの。

杯C2形式 扁平な器形をもち、体部中位程で反転する口縁部をもつもの。。

杯C3形式 球形の体部から、短 く屈曲する分厚い口縁端部をもつもの。底部は矮小な平底をもつものか

ら、広 く明瞭な平底をもつものがある。

杯C4形式 球形の体部をもち、日縁部が体部中位で短く反転するもの。

杯C5形式 C5形 式同様口縁部が反転するが、反転度が弱いもの。底部は丸底から矮小な平底、明瞭な

平底を呈するものがある。

杯C6形式 深手の体部をもち、口縁部は直立し口縁端部が比較的丸 く納めるもの。

杯C7形式 球形の体部をもち、日縁部が直立ないし若千内傾するもの。底部は丸底と平底のものがある。

皿形に近い器形のものも含める。

杯C8形式 体部の途中で回縁部が反転ないし直立するもの。底部は丸底から平底が見られる。

蓋 C形式

蓋Cl形式 口径12cm以上で回縁端部内面にかえりをもち、扁平な器形に口縁端部を面取 りするもの。

蓋C2形式 口径12cm以上で自縁端部内面にかえりをもち、扁平な器形をもつもの。

蓋C3形式 口径12cm以上で天丼部が ドーム状を呈するもの。日縁端部内面にかえりを有するが、明瞭

な下方への突出は見 られない。日縁端部からやや離れた内側に矮小なかえりをもつものも

含める。                           ・

蓋C4形式 口径12cm以 上で口縁部内面にかえりをもち、天丼部に明瞭な平坦面をもつもの。

蓋C5形式 口径12cm以上で口縁端部内面にかえりをもち、平坦な天丼部から口縁部にかけて丸みをも

つもの。

蓋C6形式 18cm以上の回径をもち、日縁端部とかえりの間の部分が直線的なもの。

蓋C7形式 蓋C6形式同様18cm以上回径をもち、面取りを行う口縁端部から離れた位置にかえりをもつ

もの。
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蓋 D形式

蓋Dl形式 口縁部が短 く折 り返され、回径が13cm前 後であり、偏平な器形をもつもの。

蓋D2形式 平坦な天丼部をもち、日縁部の折 り返しが明瞭ではないもの。器高はやや腰高のものから

偏平なものが存在するが、天丼部から口縁部の間にナデによる窪みをもつものが多い。

蓋D3形式 天丼部が平坦で、かつ丸みをもった器形に、折 り返しがあまりきつ くない口縁部をもつも

σ)。

蓋D4形式 器高が低 く偏平であり回縁端部が明瞭に折 り返されるもの。

蓋D5形式 平坦な天丼部から口縁部は折 り返されるが、日縁部が長いもの。

蓋D6形式 笠形の天丼部をもち、日縁端部の折 り返 しは明瞭ではないもの。

杯D形式

杯Dl形式 口径が10～ 12cm程を示し、日縁部は体部の途中で反転する。比較的小型の高台付杯。

杯D2形式 椀形、又は箱形の体部をもち、高台は外方に踏ん張る。体部外面には沈線状の稜線をもつ

か、器形反転に伴う稜線をもつ。

杯D3形式 杯D2形式と比較してやや深い体部をもち、高台は外へ踏ん張る。D2形式同様に、体部

途中に器形反転に伴う稜線をもつ。

杯D4形式 椀形の体部をもち、日縁部は緩やかに外反する。D20D3形 式と比較して、体部外面に

器形反転に伴う稜線を残さないのが特長。

杯D5形式 全体的にシャープな印象をもち、体部には稜線をもつことから金属器模倣の形態と思われ

る。完形品は見られないがシャープな高い高台をもつと思われる。

杯D6形式 口径が20cm以上の大口径であり、箱形の扁平な体部をもつもの。高台は比較的高いものと

低いものがある。

″

皿Al形式 箱形の体部をもち口縁端部は両側に拡張ないし面取りするもの。体部外面に沈線をもつも

のも多く見られ、底部は完全な平底ではなくやや丸みをもつ。

皿A2形式 口縁部は直線的に立ち上がり、底部はほぼ完全な平底となるもの。

皿A3形式 内傾する日縁部をもち、底部は丸底に近く、口縁部との境が不明瞭なもの。

皿A4形式 体部中位で反転する国縁部をもち、底部が丸底に近いもの。

皿Bl形式 鍵形の回縁端部をもち、口縁部はやや内傾して立ち上がるもの。日縁部外面に沈線をもつ

ものも多い。

皿B2形式 Bl形式同様に鍵形の口縁端部をもつが、口縁端部内面が沈線状に窪むもの。口縁部が直

立する箱形のものと、斜めに立ち上がる薄い皿形のものがある。

皿Cl形式 底部は基本的には平底であり、内傾する短い口縁部をもつもの。

皿D形式  器形は皿Al・ 皿A2形式と同様であるが、底部に「は」の字の脚台をもつもの。

皿E形式  全体の器形は皿Cl形式に似るが、脚台をもつもの。

高杯

高杯Al形式 無蓋高杯であり、杯部はやや深手で杯部に稜線をもつもの。

高杯A2形式 無蓋高杯であり、杯部は浅手の椀形を呈する。

高杯A3形式 無蓋高杯であり、杯部は深手の椀形を呈する。

高杯Bl形式 無蓋高杯であり、短い脚部をもち杯部は箱形のもの。

高杯B2形式 無蓋高杯であり、短い脚部に深手の椀形の杯部をもつもの。
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-205-



鉢

鉢A形式 ボール状の体部に面取りをしない口縁端部をもつもの。

鉢B形式 深手の球形の体部をもち、内傾する口縁部をもつもの。外面にカキロをもつものも含まれる。

鉢C形式 厚手の底部から口頸部が内湾するもの。

台特椀                                   '
台杯椀A 深手のワイングラス状の杯部をもつもの。

台杯椀 B 台杯椀 Aよ りは浅手のもので、「ハ」の字状の脚台をもつもの。

3.形式の共伴状況 (表 5・ 6)

分類した各形式の消長を遺跡出土資料に基づき検証する。ここに用いる遺跡種別は、A窯 (生産地).

B消費地 (集落).C消費地 (古墳等の墳墓)の三種類に細別する。当該期には竪穴住居が急速に減少

することもあいまって集落 (消費地)での不透明さは拭えない。しかし、現在までの生産地での発掘調

査データの蓄積は一定程度達成されており、生産地を中心に様相の把握を行う。以下主要な生産地につ

いて概説する。

a。 青ノ山 1号窯  令制鵜足郡 (丸亀市)に所在する。花嵩岩盤を割 り貫いた残存部全長6.7m最大

幅2.Omの地下式の客窯である。床面・側壁等の窯体の補修痕は見られず、比較的に短期操業の窯と見て

よい。灰原は調査以前に失われており、出土点数自体は少数にとどまるが、窯体の補修痕が見られない

ことを考慮すると時間幅の少ない資料と見てよい。

b.志度末3号窯  令制寒川郡に所在する。 3号窯は平成 3年度に窯体部分が平成 7年度に窯体下方の

部分が調査されている。窯体の残存状況は良好ではないが、全長5.5m以上最大幅1。3m以上の地下式の客

窯である。窯体の補修痕は殆ど見られない。窯体内や近接する廃棄土坑から遺物が出土しているが、量

的には少ない。また、後世の土地改変により灰原そのものは失われていたが、窯体下方の溜池堆積土中

から遺物が出土している。窯体に日立った補修痕が見られないことと、単独で操業していることから、

窯体内や周辺遺構出土遺物と周囲の堆積層出土遺物をまとめて、時間幅の少ない資料とすることも可能

であろう。調査報告書は既に刊行されているが、今回法量を再計測するとともに追加実測を行ったこと

から、再掲載を行う (図155～ 157)。 尚、蓋・杯類はすべて掲載しているが、他の器種は抽出している。

c.小谷 1ん 3号窯  令制三木郡に所在する。詳しくは本書報告を参照していただきたいが、 1号窯

は2回程度の床面の嵩上げを行っている。しかし、床面間の接合関係からは下位の床面の遺物をかなり

巻き込んで床面の更新が行われていることと、上位の床面の被熱による硬化がさ程進んでいない点を考

慮すると、 1型式を超えない短期間の操業と見るべきであろう。また、2・ 3号窯も出土遺物・位置関係

から見て同時操業である可能性が高い。したがって小谷 1～ 2号窯体内出土資料と灰原出土資料をあわ

せて、短期間の資料として取り扱う。

d。 大坪窯跡  令制香河郡に所在する全長 8m幅 1.8mの半地下式の害窯である。現存する資料は焼成

不良の土師質のものが多く、写真でも窯詰めされた状態で床面より遺物が検出されていることから、焼

成途上に天丼部落下が起こり窯体内に残された資料と考えられ、一括性が高い資料とすることができる。

e。 打越窯跡 令制阿野郡に位置する。古代～中世に至るまでの十瓶山窯跡群の中でも、初現期の窯と

される。発掘調査は行われているものの、灰原部分に留まり窯体の様相は定かではない。遺物量自体は

多いが斜面部であることから、層位的に安定した状態ではないと報告される。型式学的な資料操作が必
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図158  志度末 3号窯 出土還物その4
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図159  志度末3号窯 出土還物その5

-211-



要な―群と言える。

5。 道免 1号窯 令制三野郡に位置する。野田池北。南岸.手石場窯。大平。原上窯らの須恵器窯とともに、

讃岐7世紀代最大の須恵窯跡群を形成する。道免1号窯は窯体部分の調査は行われておらず、灰原部分に

留まる。遺物の様相にも時間幅が看取され打越窯同様に型式学的検討が必要である一群と言えるものであ

る。

表5  基準資料における各形式の共伴状況 その 1

遣
跡
種
別

画 期 遺 構 名

蓋

Ａ

ｌ

蓋

Ａ

２

蓋

Ｂ

ｌ

蓋

Ｂ

２

蓋

Ｂ

３

蓋

Ｂ

７

蓋

Ｂ

６

蓋

Ｂ

５

蓋

Ｂ

４

蓋

Ｂ

８

蓋

Ｃ

ｌ

蓋

Ｃ

２

蓋

Ｃ

３

蓋

Ｃ

４

蓋

Ｃ

６

蓋

Ｃ

５

蓋

Ｃ

７

蓋

Ｄ

ｌ

蓋

Ｄ

２

蓋

Ｄ

３

蓋

Ｄ

５

蓋

Ｄ

４

蓋

Ｄ

６

杯

Ａ

ｌ

杯

Ａ

２

杯

Ｂ

ｌ

胚

Ｂ

２

杯

Ｂ

３

杯

Ｂ

４

杯

Ｂ

５

杯

Ｂ

６

杯

Ｂ

７

杯

Ｃ

杯

Ｃ

２

杯

Ｃ

３

杯

Ｃ

５

杯

Ｃ

４

杯

Ｃ

６

杯

Ｃ

７

杯

Ｃ

８

杯

Ｄ

ｌ

杯 1杯

DID
213

杯

Ｄ

４

杯

Ｄ

５

杯

Ｄ

６

杯

Ｄ

７

様相 1 青ノ山1号窯 D ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |

A 様相2 志度末3号窯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ | C ЭI 〇|〇| ○ ○ C 〇 |

A 様相3 小谷 1・ 2号窯 ○ ○ ○ ○ : ○ ○ ○ ○ Э ○ 〇 |○ ○ | ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ C ○ ○ ○ | ○ ЭI○ ○ ○ | ○ ○ : C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A 様相4 大坪窯窯体内 ○ ○ C ○

A 様相2～ 3 打越窯

△|○

Э ○ ○ 〇 |○ ○:○ Э O DI ○ ○

ЭI

○ D ○ 〇|

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ : ○ ○ ○ ○

A 様相 1～ 3 道免1号 窯灰原 |○ |○ 〇 |〇 | ○ |○ ○ ○| |○ ○ 〇 | ○ ○ ○ ○ |〇 |

A 離相2～ 3 志度末1号窯 Э ○ | ○ ○ ○ ○ Э ○ | |〇 | Э ○ Э ○ ○ ○ ○ ○ |○

様相 1～ 2 下川津 Ⅲ SD86 Э |○ ○ Э

　

一　

Э様相 1～ 2 下川津Ⅲ SD93下 位 Э lo ○

様相2 下川津SH Ⅲ05 |○
Э
　
一

Э様相2 下川津SHⅢ 08床直 ○

様相2 川津一ノ又SD15

最下層～中層

○ |○ |○ Э |○

様相2 川津一ノ又SD01

下層～中層

|○ ○ |○ Э |○ ○

様相2～ 3 川津一ノ又SD01C

中層～上層

|○ |○ |○ |○ Э |○ ○ ○ ○

様相4 金蔵寺下所SD06 Э |○ ○ :○ |○ |○ ○

様相4 稲木B地 区SD05 |○ |○ |○ ○ C ○ |○

C 様相 1～ 2 天神山1号墳石室 〇

一一
〇

△

　

一
　

△

IC △

　

一
　

△

　

一　

∩
）

C 様相 1～ 2 天神山2号墳石室 iC

○ ○

C 様相2 北原3号墳石室 |○ ○ ○

C 様相2～ 3 神懸神社古墳石室 C |○ |○

C IC ○ ○C 様相2～ 3 北谷古墳石室 C ○ ○ ○ ○

C 様相3 塚谷古墳石室 |○ ○ ○ C C

IC

〇
　
一一　
〇

IC 〇

一・　
○様相4 雲丘古墳石室 ○ ○

様相4 生野本町ST01 ○ :○

A窯跡。B消費地 (集落)。 C消費地 (墳墓) ○一定程度存在する。△少数ながら存在する
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遺

跡

種

別

画  期 遺 構 名

皿

　

Ａ

、
１

皿

　

Ａ
　
２

皿

　

Ａ

　

３

皿

　

Ａ

　
４

皿

　

Ｂ

　

ｌ

皿

　

Ｂ

　

２

皿
　

Ｃ

　

ｌ

皿

D

皿

E

高

杯

Ａ

ｌ

高

杯

Ａ

２

高

杯

Ａ

３

高

杯

Ｂ

ｌ

高

杯

Ｂ

２

鉢

A

鉢

B

鉢

C

台

付

椀

Ａ

台

付

椀

Ｂ

A

様 相 1 青ノ山1号窯

○ ○ ○ △

一
△

様 相 2 志度末3号窯 〇

一
△

○ 〇

一〇

○ ○ ○ 〇

一
△

△

様 相 3 小谷 1・ 2号窯 ○ ○ △

○ ○

△ ○ ○ ○ △ △

様 相 4 大坪窯窯体内 ○ ○ ○

B

様オロ2-3 打越窯 ○ ○ 〇

一〇

△ △

一

○ ○ ○ ○ ○ △ △

様相lγ 3 道免1号窯灰原 ? ○ ?

様相2～ 3 志度末1号窯 ○ △ ○ △

様相1～ 2 下川津Ⅲ SD86 ○ ○

様相1～ 2 下川津Ⅲ SD93下位

様 相 2 下川津SH Ⅲ06 ○ ○ ? ? ○

様 相 2 下川津SH Ⅲ08床直 ○ ○ ○

様 相 2 川津一ノ又SD15最下層～中層 ? ○ ○ ○

様 相 2 川津一ノ又SD010下層～中層 ○ , ○ ○ ? ○

様相2～ 3 川津一ノ又SD010中層～上層 ○ ○ ○ ○ ○

様 相 4 金蔵寺下所SD06 ○

様 相 4 稲木B地区SD05 ○ ?

C

様相1～ 2 天神山1号墳石室

○

○

○様相1～ 2 天神山2号墳石室

○ ○様 相 2 北原3号墳石室 ○

様相2～ 3 神懸神社古墳石室 〇

一　

一〇

様相2～ 3 北谷古墳石室

様 相 3 塚谷古墳石室 ○ ?

様 相 4 雲丘古墳石室

様 相 4 生野本町ST01

表6 基準資料における各形式の共伴状況 その2

4.形 式の消長による様相設定 (表 7)

まず、主要形式である蓋・杯類の変遷を見ることとする。古墳時代的な形式である蓋・杯A形式と新

来器種である蓋・杯B形式は、青ノ山 1号窯で共伴するが、志度末 3号窯では蓋・杯A形式は見られな

い。しかし、一括性は無いが蓋・杯B形式の回径分布から志度末 3号窯と同時期の一群を含むと思われ

る打越窯灰原では、青ノ山 1号窯の蓋・杯A形式よりも口径の縮小・立ち上がりの退化、天丼 0底部外

面の回転ヘラケズリの欠落などが認められる蓋・杯A2形式が存在している。打越窯において蓋・杯A
形式のみの段階も想定できるが、少数であることと、志度末 3号窯で同形式が 1点 も見られないことを

考慮すれば、打越窯では蓋・杯A形式は少数のみ残存すると見るべきだろう。蓋・杯B形式は青ノ山 1

号窯で出現した後、小谷 1～ 3号窯まで見られ、大坪窯跡や稲木遺跡 S D050金蔵寺下所 S D06では確

認できない。セット関係と見られる蓋 C・ D形式、杯D形式は、志度末 3号窯には見られず、小谷窯か

ら出現し大坪窯では蓋C形式が欠落する。すなわち、蓋・杯B形式の出現と蓋・杯A形式との共存⇒

蓋・杯A形式の消滅乃至激減⇒蓋C O DttD形式の出現⇒蓋C形式の消滅と捉えることができる。

消費地の集落においてもこの様相は追随される。一部に古相を示す資料が含まれるが、下川津遺跡S

D86・ S D93は青ノ山 1号窯・打越窯と同様の形態をもつ蓋・杯A形式が存在し、蓋B形式は見られな

いが杯B形式が少量確認できる6り |1津一ノ又遺跡 S D15。 010は 同二の溝であり、一括性が高い下層～

中層には打越窯と同様回転ヘラケズリを喪失した蓋・杯A形式が見られ、それらに蓋・杯B形式が伴い
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蓋 C・ D形式.杯 D形式は見 られない。蓋・杯A形式の変遷は、生産地における青ノ山 1号窯から打越

窯への変化と同様な傾向を示す。小谷窯と同様の様相を示す良好な消費地 (集落)における一括資料は、

未確認である。蓋C形式が欠落する大坪窯と同様の様相を示す消費地での資料は、金蔵寺下所遺跡 SD

06、 稲木遺跡B地区 S D05出 土資料が該当する。

墳墓関係では、横穴式石室を内部主体とすることから追葬の可能性が想定され下括性が乏しいが、概

ね生産地の動向を反映し推移する。天神山 102号墳は、青ノ山 1号窯とほぼ同様の形態的特徴をもつ

蓋・杯A形式を副葬するが、蓋・杯 B形式は未だ見 られない。北原 3号墳は、蓋 `杯 A形式と蓋・杯 B

形式が共存するが、前者は蓋 0杯 ともに回転ヘラケズリが見 られず、日縁部の立ち上が りも矮小化 した

ものであり、打越窯と同様の特徴を備える。神懸神社古墳には、蓋・杯 B形式が主体的に見られ蓋 0杯

A形式は見 られない。北谷古墳においても同様であ りt蓋・杯A形式は見 られない。塚谷古墳は、出土

資料中に蓋 B形式・蓋 C形式などの回縁部内面にかえりをもつものが見 られないが、蓋D形式.杯 CO

D形式の特徴は小谷窯のそれと類似するものであ り、同窯と併行する所産と思われる。雲岡古墳では、

蓋D形式.杯 D形式が確認できるが、杯 D形式に後出する要素が看取され、かえり付の蓋である蓋 C形

式のした段階の所産と思われる。

次いで皿・鉢 0鉢について見ることとする。皿自体は、青ノ山 1号窯に先行する辻古窯址群の奥蓮花

2号窯出土資料中に見 られるが、一定量確認され始めるのは志度末 3号窯である。打越窯は一括性が乏

しいが、出土資料中の一部の皿Al形式も志度末 3号 と併行する時期から出現した可能性がある。かえ

り付蓋が見られない大坪窯では皿Cl形式のみで確認できる。皿自体に出土遺跡・遺構に偏在性が存在

することが予測されるが、Al.Bl.B2形 式等の打越 0小谷窯で特徴的に見 られた一群は、大坪窯の

段階には消滅する可能性が高い。鉢の諸形式の一定量を占める鉢 B形式も志度末 3号窯より確認される。

高杯は、古墳時代後期に主体であった長脚 2段透かし高杯 0有蓋高杯は、青ノ山 1号窯出土資料には見

られないが、消費地の状況から少量残存する可能性がある。主体を占めるのは無蓋高杯であり、各生産

地で確認できる。また、比較的短脚の高杯B2形式も当初から存在 し、大坪窯まで引き続いて見られる。

以上を基にして、諸形式の出現をまとめると以下の通りとなる。

麟難灘翻 普遍的に存在  |I ⅢII月 数ヽ存在

諸形式の消長による様相設定

高 杯 A形 式

高 杯 B形 式

台 杯 椀 A形 式

台 杯 椀 B形 式

表 7
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5.各様相の状況の概観 (図 160～ 162)

様相 1 蓋Al形式。杯Al形式.杯 Bl・ 2・ 3形式.杯 Bl・ B4・ B6形式。高杯 Bl・ B2形式が存在す

る。生産地では、青ノ山 1号窯出土資料、消費地では下川津遺跡 S D86北部上層の一部、同遺跡SD
93の一部が該当する。墳墓関係では、天神山 2号墳出土資料の一部が挙げられる。青ノ山 1号窯出土

資料は、点数が少ないながらも、本様相を代表とする基準資料に成り得る。青ノ山 1号窯では、蓋・

杯A形式は、天丼部 :底部外面を回転ヘラケズリを行うAl形式で占められ、ヘラケズリの範囲は中

位より狭い範囲を行う。日径分布は蓋Al形式でH.7～ 13.3cm、 杯Al形式で10.7～ 11.7cmを 測る。下川

津遺跡 S D86.93は 、一部に古相を示す個体や口径が縮小し口縁部の立ち上がりが退化した様相 2段階

と思われる資料を含むが、青ノ山 1号窯と同様の形態を採るものを抽出すれば、蓋Al形式で10。6～ 14

cm、 杯Al形式で10。 1～ 14cmと 青ノ山 1号窯の回径分布に納まる。ただ、青ノ山 1号窯出土資料には存

在しなぃが、消費地資料の中には同様の形態・法量を持ちながらも、天丼部・底部外面の回転ヘラケ

ズリが省略されるものも一定量存在するようである。

蓋Bl.B2形式には、天丼部に回転ヘラケズリ調整が行われ、乳頭状の摘みが施される。日縁部内

面のかえりは、明瞭に突出する。同形式の回径分布は、11.6～ 11.8cmを 測るが、やや大口径で乳頭状の

摘みが施される蓋B8形式が存在する。杯B10B4形式の口径は1lcm前後を測り、体部外面には沈線

が施され全体としてシャープな印象を受ける。この段階の消費地 (集落 0墳墓)での蓋・杯 B形式の

類例は乏しく、同形式は極めて少数存在していたことが推測される。青ノ山 1号窯出土資料には高杯

が欠落するが、消費地の様相から低脚の無蓋高杯である高杯B10B2形式が存在する可能性があり、

前代からの長脚 2段透かしや有蓋高杯は本様相にはほぼ消滅するか、極めて少数存在していた可能性

が高い。Illlは 、前段階の辻古窯址群の奥蓮花 2号窯の出土資料 (松本・岩橋1985)を 除けば、存在して

いないものと思われる。

様相2 蓋A2形式.杯 A2形式。蓋Bl～ B8形式.杯 Bl～ B5形式.杯 Cl～ 7形式.高杯Al～A3
形式.高杯B10B2形式。皿Al・ A3・ Bl形式が存在する。生産地の良好な資料では、志度末 3号窯.

志度末 1号・道免 1号・打越窯1灰原出土資料の一部が該当する。消費地 (集落)では川津一ノ又遺跡

S D010。 15出土資料が、墳墓関係では、北原 3号墳石室内出土資料・神懸神社古墳石室内出土資料の

一部 0北谷古墳石室内出土資料の一部が相当する。

蓋・杯A形式は本様相まで残存する。天丼部 0底部外面の回転ヘラケズリ調整は見られず、回転ヘ

ラ切り未調整のA2形式で占められる。日縁部の立ち上がりは矮小なものとなり、日径分布も蓋で9。 6

～12cm。杯6.6～ 12.5cmと 、様相1の青ノ山 1号窯と比較して縮小傾向にある。川津一ノ又S D15下 層には、

口径13.6cm以上の蓋A形式が含まれるが、様相2以前の混入品と思われ、殆どの蓋A2形式.杯 A2形式

の回径は打越窯灰原出土資料の分布域に納まる。打越窯では、蓋・杯A形式が少数に留まり、志度末

3号窯では、蓋・杯A形式が一切見られないことから、生産地によっては部分的に残存する形式と得る。

蓋B形式は、様相 1に比べて急速に増加する。摘みは、頂部が尖り気味の比較的高いものとコルク

状のものがある。志度末 3号窯での蓋B形式の回径分布は6.6～ 12.Ocmの 間にあり(本様相の回径分布の
二定の目安となろう。また、志度末 3号窯には口径が13.Ocm程 を示す蓋の回縁部片が存在するが、様相

1か ら見られる比較的大口径の蓋B8形式と思われる。打越窯出土資料の蓋B形式の大半は、本様相に

属するものと思われるが、灰原資料であることから抽出に困難を極める。しかし、摘みが比較的高く

頂部が尖り気味で口縁部内面のかえりが明確に突出するものの回径分布を見ると、志度末 3号窯の分

布域に納まることから、本様相の所産とすることができよう。また、両者間の比較では、打越窯の方

が摘みが細 く高く、日縁部内面のかえりも明確に突出するものが多いことは事実である。各生産地
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(窯址)での製作上の「癖」である可能性も考慮されることから、日径分布を重視しほぼ同時期の所産

と見るべきであろう。蓋B形式の回径は、様相 1の青ノ山 1号窯より縮小する傾向にあり、10cmを 切

り7 cm前後のものも見られるのが本様相の特徴である。また、比較的扁平器形をもつ蓋B6・ 7形式の出

現も目安となろう。

杯B形式は、日径が6.6～ 12.Ocmの 間にあり、セット関係と目される蓋B形式とともに様相 1よ りも回

径分布が縮小する傾向にある。様相 1か ら引き続いて見られる杯B10B4形式に加えて、比較的体部

が深い杯 B2・ 3形式や器高が低 く皿型の杯B5形式が出現する。これらは、後出する様相 3・ 4の も

のに比べて、体部と底部の境の変化点が明瞭ではなく、底部から体部に緩やかに移行する。体部中位

で口縁部が反転する杯B4形式は、県内の各生産地で見られるが打越窯出土資料は、この器形反転部

に沈線を巡らすものが多い点と、底部外面にケズリ調整を施すことが特徴的である。杯 C形式は本様

相より出現する。本形式は、様相 4以降にも引き続いて見られるが、出現期の本様相では回径が8.6～

13.Ocmの 間にあり、当初から平底を思考する杯 Cl・ C2形式を除いて、比較的に深い体部をもち明確

な平底をもたない。また、日縁部が短く屈曲する杯C3形式は、志度末 3号においても少数見られる

が打越窯で特徴的に見られる形式である。

皿は、本様相より明確に見られるようになる。志度末 3号窯では皿A3・ B3形式が見られるが、

打越窯の口縁端部両側を拡張する皿Al形式も本様相の所産である可能性が高い。高杯は、無蓋のも

のに統下される。高杯AOB形式ともに脚端部は明瞭に折り返されるものが多いが、バリェーション

があリー様ではない。杯部は基本的に杯 C形式が使用されるから、深いものが多く扁平なものは少な

い。鉢はA～ C形式が確認できる。中でも鉢B形式は丸底を呈し、日縁部はやや内傾するもので占め

られる。台付椀A:Bが多く見られるのも本様相である。

様相3 蓋Bl～ B7形式.杯 Bl～ B5形式,杯 Cl～ C7形式.蓋 Cl～ C6形式.蓋 Dl～ D6形式.

杯Dl～ D6形式。皿Al～ A4・ Bl・ B2形式.高杯Al・ A2・ Bl・ B2形式.鉢A～ C形式。台付椀 A・

B形式が存在する。生産地では、小谷 1～ 3号窯出土資料が該当するが消費地 (集落)では良好なす

括資料が未だ見られない。墳墓関係では、小谷窯に隣接する塚谷古墳石室内出土資料が相当する。こ

のように、小谷窯以外の生産地出土資料には、比較的短期間に廃棄されたものが少なく、小谷窯出土

資料を中心に概観する。

様相 2に は、一部の生産地に蓋・杯A形式の残存が見られたが本様相には一切確認できない。また、

蓋 B・ 杯B形式。杯 C形式に加えて、蓋 C・ D形式.杯 D形式が出現する。蓋B形式は、日径分布が8.6γ

12.Ocmの 間にあり、様相 3において見られた口径10cm以下のものは少数にとどまる。摘みは、扁平な擬

宝珠形を呈し、かえりも明確に突出するものはない。杯 B形式は、引き続いて確認できるが細部形態

に変化が見られる。口径が7.9～ 15。 6cmの 間にあるが11～ 12cmに 集中し、様相 3と 比較して口径が大きく

なる様相を見せる。また、器高が低 く扁平な体部をもつものゃ、底部が明確な平底を呈するものも出

現する。杯 Bl・ B3形式は、底部が完全に平底化するものや、回径が大きくなり14cm前後に達するも

のが出現する。杯B4形式は同部中位の器形反転の度合いが弱くなり、底径も大きくなる。杯B5形

式は、日径が大きくなり底部が完全に平底化しt皿形を呈するものも見られるようになる。また、杯

Bl形式と同様に体部から口縁部が内傾するものも見られる。

セット関係と思われる蓋 C・ D形式.杯 D形式は、本様相より出現すると見られる。蓋C形式の口径は

12.1～ 25。2cmの間にあり、13～ 15cmに 集中して見られる。蓋D形式の口径は、特大品を除いて10.6～ 24.0

cmの 間にあり15～ 21cmに かけて多く見られる。杯D5形式の高台は高く底部中央寄りに施され、外方

へ踏ん張るものが多い。多く見られるのは杯D3.4形式であり、比較的口径が大きく盤状の杯D5形
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式等が少量伴う。

皿はAl～ 3形式.B2形式が確認できる。皿Al形式は、日縁端部の両側拡張が見られなくなり上部

を軽く面取りするようになる。小谷窯では皿A2形式が主体である。日縁端部内面を沈線状に仕上げる

皿B2形式は、小谷窯固有の形式であり、現状で他の生産地では見られない。

高杯はAl～ 3形式.Bl・ 2形式が存在する:各諸形式ともに、脚端部の折り返しは緩くなっている。

A2形式は、より皿形の杯部へBl形式は箱形の杯部へ変化している。本論では、甕は形式分類の対象

として扱つていないが、本様相まで波状文等で加飾される有文甕が見られる。

1∝

杯・蓋の変遷図 その 3
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様相4 蓋D2～ 4・ 6形式.杯 D2～ 4形式.杯 Bl・ 2形式.杯 C5。 C7・ 8形式。高杯Al～ 3・ B2
形式。皿A2・ 3・ Cl・ E形式が見 られる。様相 3と 比較 して生産地では大坪窯、消費地 (集落)では金

蔵寺下所遺跡 S D06稲 木遺跡 B地区 S D05出 土資料、消費地 (墳墓)では雲岡古墳石室内.生野本町遺跡

S T01が該当する。様相 3の蓋 B形式.蓋 C形式は消滅するものと思われる。蓋D形式はやや大型の扁平

な摘みを施し、日縁端部が短 く折 り返されるD2:D6形 式が主体 となるが、大坪窯では回縁部の折 り

返しが長い蓋D5形式も確認できる。基準資料中には、蓋 D3・ 4形式が見 られないが、様相 4に後続

する十瓶山窯址群池宮神社窯でも見られることから、本様相にも存在することが予測される。杯 C形式

については、日径が大きくなり底部が平底化するものが多いが、様相 3と の明確な差異は見られない。

杯 D形式は、高台が低 くなり施される位置も底部中央寄 りから外側べ移動する。また、杯D4形式に

顕著に見られるが、底部が下方に深 く沈み込む形態のものが出現する。中には、高台端部より下方に突

出するものも含まれ、本様相の標徴の一つである。

高杯は、AOB形 式 ともに本様相まで残存するものと思われる。皿は資料数は少ないもののAl・

3・ 4。 Bl・ 2形式が消滅し、Cl形式が出現する。また、大坪窯には脚台付の皿E形式が見られる。

6.杯 D形式の出現について (図 163)

杯D形式は、様相 2期 を代表する資料である志度末 3号

窯出土資料中には一切見られず、様相 3期 の小谷窯より出

現する。しかし、一括性は無いが打越窯出土資料中には型

式学的に初現期のものと思われ、高台が比較的高く外方へ

踏ん張る杯D2形式が出土している (図 163-3.4)。 また、

これらに特徴的な属性は、体部中位に段状の沈線あるいは

稜線を残す点である。この体部中位の沈線あるいは稜線は、

様相 3期 の小谷窯出土資料には見られないことから、この

ような最古段階の属性を備えた杯D形式をもつ段階の存在

が想定されるが、様相 2期 に含まれるものかあるいは様相

3期が細分されるものなのかは現時点では不明である。将

来的に、生産地か消費地の良好な一括資料が増加すれば明

らかになるものと思われる。

次にこの沈線あるいは稜線の系譜について見てみる。現

時点で最も有力なのは、台付椀が該当する。この想定は、

既に提出されているものであり (佐藤1999)が、筆者も同様の立場を採りたい。図163-1.2は、下川津

遺跡第 1低地帯流路 1か ら出土した台付椀と杯D形式であり、体部中位には沈線状の稜線が見られる。

生産地では、様相 1～ 3期 にかけての操業が見込まれる志度末 1号窯や、様相 2期の志度末 3号窯等に

類例が散見されるものである。

7.各様相の併行関係について

直接的に併行関係を推定するには、やはり困難を伴う。ここでは、須恵器形式の共伴状況と、消費地

(集落)資料や墳墓資料における各須恵器形式の組み合わせと近畿地方に類例が求められる所謂畿内産

土師器とその模倣品を手がかりに見通しを提示することに留めたい。

川津一ノ又遺跡の S D15中・下層。 S D010中～最下層では、飛鳥 I(新)～飛鳥Ⅱ (古)に比定さ

れる土師器杯が様相 2期 と考えられる須恵器とともに出土している (片桐1998)。 塚谷古墳石室では、

三 二l
凛 ‐

(S=1:3)

図163  台付椀と初現期の杯 D形式
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直接の搬入品と断定できないが法量・技法から搬入・模倣品と考えられる土師器杯が、様相 3期の須恵

器とともに出土している。各様相の須恵器形式の組み合わせからの推定では、須恵器蓋C形式と蓋D形

式の措抗から、小谷窯の様相 3期が飛鳥Ⅳ期の様相に類するものとなっている。様相 4期 に先行する様

相 2期 は、一部に古墳時代的な形式である蓋 0杯 A形式の残存を見るものの、蓋B形式や杯BoC形式主

体であり、近畿地方との対比は困難である。

以上のように、部分的ではあるが併行関係を推定する手がかりは存在するが、あくまでも相対的な1

点を共有する程度のものであり、今後とも検討していく必要があろう。

8.小結

今回の様相の把握では、主に宝珠摘みの蓋杯 (蓋・杯B形式)の出現から検討した。しかし、一括資

料が少なく実態不明なまま様相設定している箇所も存在する。特に青ノ山 1号窯の様相 1期は、消費地

遺跡における良好な一括資料は存在していない。単に調査が進んでいないことが起因していると見るよ

りは、この段階には蓋・杯B形式の初現期であると思われることから、存在していたとしても極小数に

留まることが予想され、蓋・杯B形式は様相 2期 に急速に増加するものと思われる。古墳時代タイプで

ある蓋・杯A形式は、様相 2ま で残存する。しかし、様相 2期の志度末 3号窯には全く見られないこと

から、生産地毎に異なる様相を示すと考えられる。また、志度末 3号窯の資料を見る限りは、様相 2期

には蓋 0杯 B形式と杯Cが主体であり蓋 C‐ D形式と杯D形式は見られない。杯D形式の祖形と考えら

れる台付椀との検討から、様相 3期の小谷窯に先行し、最古段階の杯D形式をもつ様相が存在する可能

性もある。今後、一括資料の増加を待って様相 203期 は更に検討する必要がある。様相 3期 と4期の

差異は、かえり付の蓋である蓋B・ C形式の消滅に求めることができるが、杯C形式はあまり形式変化

を見せずに継続することから、杯C形式単独に至っては識別が困難と言える。この点も今後の検討課題

となるものと思われる。
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第 2節 小谷窯跡における焼成器種

1.報告還物の害J含 (図 164～ 166)

まず、今回報告する遺物の割合について、出土須恵器の重量や口縁部カウント法を用いて報告したい。

対象外の遺物 (縄文・弥生土器、後世の所産の土器群、石器、鉄器、置台などの窯道具、窯壁塊)を除

いて、全出土須恵器の重量を計測した。すべての破片・小破片を対象とする為、細かな形式分類を適用

した重量計測はできなかった。また、生産地であることから小谷窯跡には1～ 3号窯を中心に灰原などの

須恵器生産以外の遺構は存在しない。弥生後期の遺構、塚谷古墳石室出土遺物、9c後半～10c前 半の炭

土坑関連出土遺物、近世出土遺物を除外する。

これらと小谷窯跡群全体で 1型式を越えないという時間幅の前提の下、細かな遺構種別 (窯体内 0灰

原等)毎の計測を捨象する。総重量は287.302kgで あり、それらに対する掲載遺物は98。305kgと 約34。2%

に留まった。極力図化することに勤めたが、須恵器窯出土遺物の多さを痛感した。本来的には、各器種

個体の重量を求め、総重量から割り戻し個数を推定すべきではあるが、完全に復現できる個体が少数で

あることから、これを断念せざるを得ない。日縁部カウント法で見てみても、263点 と全体の51.9%に留

まる。本書に掲載している実測図は、総数の約5割程を反映していると考えてよいであろう。表10に は、

個体識別法による器種組成を示してある。残存率に左右される実測遺物の抽出を行ったものの、日縁部

カウント法の表9と さ程の差異が見られないことから、掲載遺物の組成が当該期の出土須恵器一定程度

の実態を反映していると考えられる。

2。 器種組成 (表 11～ 13)

次に器種組成を見てみることとする。日縁部カウント法では蓋・杯が82.6%を 占め、ついで高率を示

すのが、長頸瓶・平瓶 0短頸壺などの瓶類である。日縁部カウント法では5.9%、 個体別識別法でも

8.7%を示す。本地方の生産地における当該期のまとまった数値は未
|だ

見られないが、この瓶類の組成比

は製品の流通を含めた窯自体の性格を反映する可能性もあり、今後注意されるべきであろう。皿 0台杯

椀・甑などは瓶類よりも低率に留まり、本窯におけるマイナーな器種といえよう。

蓋・杯の分類は口径やかえりの有無、高台を基準とした。詳しくは第V章第 1節 を参照していただき

たい。高台杯の蓋になると思われる蓋C・ D形式の割合は口縁部カウント法、個体別識別法ともに口縁

部内面にかえりをもつ蓋C形式がやや多いが、ほぼ拮抗している。セット関係と目される杯D形式の方

が蓋に比べて低率に留まるが、この杯D形式は回縁部から高台部までが完形で出土することが少なかっ

たから、抽出ミスを犯しているか消費地へ搬出された結果を反映している可能性もある。

蓋B形式は口縁部カウント法で10。2%・ 個体別識別法では5。8%程見られ、セット関係になる杯B形式

も若干量多い9%前後確認できる。杯 C形式は口縁部カウント法・個体別識別法の 3種においても、最

も高率を示す。溶着例から見ても無蓋杯と思われ、量的にも対応する蓋が存在しない。小谷窯で最も盛

んに生産された形式である。

3.法量の分布 (表 14～ 17)

小谷窯跡の段階 (本稿の様相 4期)において出現する蓋 C・ D形式、杯D形式から見ることとする。

まず、蓋C形式と蓋B形式の区別であるが、基本的には口径を基準とする。小谷窯の様相 2期 には、様

相 3期 に比べて、蓋B形式の回径分布が変動している (表 16。 17)。
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小谷窯の焼成器種 その 1
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図165  小谷窯の焼成器種 その2
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甕

図166  小谷窯の焼成器種 その 3

-225-



蓋 杯 瓶類 鉢 皿 高 杯 台杯椀 甕 その他 合計kg 合計%

掲   載 13.818 28.116 13.576 31.064 4.053 98.305

未 掲 載 9.373 28.639 98.908 0.773 188.997 65.8

合 計 kg 23191 42.215 2.176 0.756 0.321 129.972 287.302

合 計 % 8

蓋 B 杯 B 杯 C 蓋 C 蓋 D 杯 D 瓶類 鉢 皿 高杯 台杯椀 甕 甑 その他 合 計 合計%

掲 載 1

未掲載

合 計 1 507

合計%

表 8 小谷窯出土須恵器の器種別重量

表 9 小谷窯出土須恵器の器種組成 (□縁カウント法による)

表 10 小谷窯出土須恵器の器種組成 (個体識別法による)

表11  重量による器種組成

様相 2期 には、10cm以 下のもの見られ8.6～ 9.Ocm付近と10.6～ 11.Ocm付 近にピークが見られたのに対 して、

様相 3期の小谷窯の段階には10cm以下のものは極少数に限られ、10.6～ 11.Ocmと 11.6～ 12.Ocm付 近にピー

クが移動 している。従って高台付杯である杯 D形式の蓋、つまり蓋CeD形 式との境界をどの部分に求

めるかが問題となろう。そこで、蓋D形式と杯D形式の回径分布を見ることとする。表14にはそれぞれ

の回径分布を示した。蓋・杯ともに、10～ 1lcm程の回径をもつものも少数見られるものの、個数が明瞭

に増加するのは12～ 12.5cmの 部分であることが分かる。このことから、蓋B形式とC形式の境目を12cm

蓋 B 杯 B 杯 C 蓋 C 蓋 D 杯 D 長頸瓶 短頸瓶 平瓶 鉢 皿 高杯 台付椀 甕 甑 その他 合 計

掲  載 175 172

合計% 22.2

合  計

合計%

その他 4,826

鉢 2.176
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甕 17

台杯椀 1

高杯 8▲

皿 17

鉢 7

表 12 □縁部カウントによる器種組成

台杯椀 15

高杯 75

皿 75

鉢 40

平瓶 44
短頸瓶 18

表13  個体別識別法による器種組成

前後と見るものとする。しかし、この境界線上に位置するものに関しては、焼け歪等を考慮 し回縁部・

口縁部内面のかえりの特徴を加味して区別した。

次に蓋 C形式とD形式の回径分布を見る (表 14)。 蓋両形式ともに、 2～ 3つ程のビークが認められ

るが、明瞭に区別されるものではない。巨視的に見れば、16。 1～ 16.5cmを 境にして、 2つのピークを形

成するようにも見えるが、明隙なものとは言えない。従って分量分化には至っていないと見 られる。

次に、杯類で最も多く見られる杯C形式の回径分布を見る。日縁部カウント法で約 4割を占める杯C

形式であるが、小谷窯跡の様相3期 と様相2期の志度末 3号窯との比較では明瞭な差異は見いだし難い。
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表 14  小谷窯
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表15  小谷窯 。志度末 3号窯杯C形式の□径分布

志度末 3号窯では10cm前後と11.0～ 11.5cmに ピークが見られたが、小谷窯の様相 4期 には10。 6～ 11.Ocmと

11.6～ 12.Ocmヘ ピークがやや移動する傾向があり、13.Ocmを越えるものも見られる点も指摘できる。した

がって(単体で識別することは困難なものの、大筋で様相 4期 には口径が大型化するものと見る事がで

きる。

4.焼 成状況の検討 (表 18)

次に掲載遺物の器種別の焼成状況を検討する。本来的には、すべての破片を対象とするべきではある

が、対象資料を本書掲載遺物に限ることをお断りしておく。しかし、先に見たように口縁部カウント法

においても、本書掲載遺物量は出土遺物全体の約 5割前後と見られることから一定程度の傾向を窺い知
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表 16  打越窯 ・志度末 3号窯蓋 B形式の□径分布
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表 17  小谷窯蓋 B形式の□径分布

る事ができると考える。また、窯体の天丼部が落下したような比較的短期間に埋没した資料ではなく、

窯体・灰原を含めたものであるから、二定の限界はある。

ここでは焼成状況を4段階に区分した。「弱い還元焼成」としたものは所謂焼成不良品である。「還元

焼成」は通常須恵器に見られるものである。「ニス状の降灰」としたものは、器壁面に光沢が認められ

るものの、明瞭に自然釉が確認できないものである。「自然釉」としたものは、内外面いずれかに明瞭

に自然釉が確認できる個体である。「肌荒れ」としたものは、荒れた器面に対して部分的に自然釉が確

認できる個体であり、高温状態か何らかの焼成中の作用で自然釉が見られなくなったものを指す。

降灰の有無で区分すれば、最も良好な形で焼成されているのは蓋B形式と長頸瓶・平瓶を一括した瓶

類である。また、焼成不良品と見られる割合も低く良好な状態で焼成されていることが分かる。おそら

く、ある程度降灰する窯体内の位置に窯詰めされた結果と思われる。皿・鉢類に焼成不良が目立つが、

これは元々パーセントの母数となる個体数が少ないことが影響しているものと思われる。甕は中・大形

品等のサイズ的に応じて、窯詰位置が変化する可能性があり、破片を対象としたこの作業で窯詰の位置

を判断できない。
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■肌荒れ

日自然釉

回ニス状の降灰

日還元焼成

□弱い還元焼成
か土師質

蓋B ttB ttC tt C ttD ttD 瓶類  甕  高杯  皿  鉢

表18  器種別の焼成状況

5.袖着例から見た窯詰めのパターン (図 167～ 169)

出土資料中には、降灰状況や溶着状況から焼成段階でのセット関係を把握できる資料が含まれている。

図167.168は 各例の写真である。 1は蓋C形式の天丼部に見られる杯D形式の高台痕による焼けムラであ

る。写真 2～ 5は、蓋C形式の天丼部に残る杯D形式の回縁部による焼けムラ痕と思われる。写真 4は

蓋C形式の天丼部に火ダスキ状の痕跡が確認できる6写真 5は蓋C形式の口縁部内面に、杯D形式の回

縁部によると思われる焼けムラが見られる。写真では判断できないが、天丼部に降灰が確認されること

から、正位で杯D形式とセットで窯詰めされたものであろう。写真 6は焼け歪が著しいものの、蓋C形

式口縁部内面に杯D形式の口縁部片が付着する。写真 6_と 同様の窯詰め方法が採られたのであろう。写

真 7は杯D形式が正位で 2個体溶着するものである。このように杯D形式のみが、重ねらてて窯詰めさ

れる例は少ないと考えるが、小谷窯ではもう一例杯D形式の内面の見込み部に高台痕と考えられる焼け

ムラが見られる1766がある。写真 8は蓋D形式の天丼部に残された焼けムラ痕である。小片の為確定的

ではないが、径から見て杯D形式の回縁部と思われる。写真 9～ 11は蓋B形式の回縁部内面の焼けムラ

痕である。写真11の 口縁部内面には、杯B形式の口縁部が釉着している。写真9。 10も 口径から見て杯B

形式とセットで焼成された際に生ずる痕跡であろう。写真12は杯C形式の口縁部が 3個体袖着するもの

である。降灰の状況から、正位で窯詰めされたものと見られる。先に見た組成比率の検討から、この杯

C形式は無蓋と思われることから、身単独で窯詰めされたと思われる。写真14は杯B形式口縁部内面の

焼けムラ痕である。写真12と 同じ状態で窯詰めされた際に生ずる痕跡であろう。

写真を掲載したもの意夕れこもセット関係が把握できる個体が存在する。図169に は、これらから想定

される窯詰めのパターンを復元した。パターンaは蓋B形式と杯B形式のセットである。降灰の状況に

より、蓋B形式が正位と逆位のパターンを想定できる。353.833.855を 典型例とする。パターンbの中に

は、杯 B形式を正位に窯詰するものである。この上位に蓋 B形式が配置することも想定できる。

574.1059を典型例とする。パターンcは無蓋の杯C形式を正位で重ねるものであり、典型例を1304.1951

に見ることができる。パターンdは蓋C形式と杯 C形式のセットである。蓋 0身 ともに正位で重ねるも

のと、蓋か杯を逆位で重ねるものがある。また、蓋の摘み部を避けて高台を設置する890(写真1)の よ
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890

1.蓋 C形式天丼部の杯 D形式の高台痕

3.蓋 C形式天丼部の杯 D形式□縁部の痕llll

|  |‐
.| ‐|1 10401

杯D形式の見込み部に袖着する別個体の杯D形式

図167 窯詰めの痕跡

2.蓋 C形式天丼部の杯 D形式□縁部の痕跡

896

4.蓋 C形式天丼部の大ダスキ痕

‐ ‐        880
蓋C形式□縁内面に付着する杯 D形式の□縁

1028

8.蓋 D形式天丼部の杯 D形式□縁部の痕跡

その 1

6.

7.

5.蓋 C形式□縁内面の杯D形式□縁の痕跡
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9.蓋 B形式□縁部内面の杯 B形式□縁の痕跡

833

蓋 B形式□縁部内面の杯 B形式□縁の痕跡

855

10.

塩‐                   ‐‐ 353

蓋B形式□縁部内面に付着する杯B形式痕跡 12.正位で31固 体の袖着が見られる杯C形式

1324            111■ | |‐ ‐ |||||‐ |         ‐11101111
13.杯 C形式の外面の焼けムラ痕           14.杯 B形式□縁部内面の焼けムラ痕

図168 窯詰めの痕跡 その2

うなものも存在する。典型例を474.880。 965.1022に 見ることができる。474.1022は 、日縁部を欠損するこ

とから蓋D形式の可能性があるが、ここでは蓋C・ D形式両方にセット関係である杯D形式が天丼部に

配置されたものと推測する。パターンeは 、蓋 D形式 と杯 D形式のセットである。典型例を

518.1031.1028に見ることができる。パターン iは 、皿を正位で窯詰めするもので、確認できる個体は限

られるが、772.1612.1801に 明瞭に見られる。パターンhは、長頸瓶を並列させて窯詰するもので、

1524.2004に 確認できるものである。

今後、これらの作業を生産地・時期毎に検討することや、窯体構造との比較を行うことによって地域

差が抽出されるものと思われる。
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パターンdパ ターンa

パターンjパターンf

パターンb

小谷窯の窯詰めのパターン
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第 3節 小谷窯址群・志度末窯址群 に共通する器種 について

1。 小谷窯址群 0志度末窯址群に共通する器種の抽出 (図 1700171)

出土した須恵器の中には(本窯に比較的近接して位置する志度末窯址群と共通して見られる「癖」や

器種がいくつか見られたことから、本節で紹介することとしたい。まず、特徴的な「癖」として蓋B・

C形式に見られる断面が三角形状を呈する口縁部内面のかえりの形状である。図170に は、志度末 10

3号窯と小谷窯出土須恵器の中から代表的なものを抽出して掲載した。これは、元来突出していた口縁

部内面のかえりが退化した最終形態を示すものではなく、小谷窯に先行する様相 3期の志度末 3号窯に

おいて既に散見され、県内では現在までこの二つの生産地に限られて存在する。この特異なかえりは、

佐藤竜馬氏によってT K217併行期の讃岐地方における古墳時代タイプの杯の口縁部 (本稿の杯A2形

式)に見られる生産地毎の癖として「志度末タイプ」と仮称されたもの (図 171‐ 1.2)に 系譜を辿れると

考える (図 171‐ 1。 2)。 杯A2形式に施された内傾し矮小な突帯状の立ち上がりが、蓋B・ C形式に出現

に伴って施されていると見るのが妥当であろう。また、今回の小谷窯址にも確認できることが判明した

為、「志度末タイプ」から F小谷・志度末タイプ」と改め仮称することとしたい。

1～ 4は、小谷・志度末タイプの蓋BoC形式口縁部内面のかえりで 5～ 8は小谷窯で見られる他の

蓋 B・ C形式である。小谷・志度末タイプは、断面三角形状のやや肉厚なものである。 7.8は一般的な

退化が進行したと見られ、下端部が口縁端部に傾くものである。小谷・志度末タイプは、低平なもので

ありながら断面三角形状の肉厚である点が、プ般的なかえりが退化したものとは異なる。

「小谷 0志度末タイプ」のかえりをもつ蓋以外にも、両窯址群に共通する器種が幾つか見られる。図

171-5は 、志度末 1号窯出土の小形の杯Dl形式であり、11は小谷 1号窯跡から出土したものである。

図170

4./Jヽ谷                        6./Jヽ谷

小谷窯と志度末窯の蓋 B・ C形式のかえ り

このような小形の杯Dl形式は、他の県内の生産地で見られるものであるが、施される高台が断面三角

形状のものであることが特徴的である。図171-6は 志度末 1号窯出土の大形鉢、図171‐ 12は小谷 1号窯

出土のそれである。小谷 1号窯出土の12と 比較して、 6の志度末 1号窯出上の大形鉢の外面にはカキロ

状の調整が見られることや、やや器高が浅い点にやや違和感があるものの、このような大形鉢自体が県

内の他の生産地で見られないことから、これも両窯址群に共通する器種として取り上げたい。

8.小谷

1.志度末3号 5。川ヽ谷 7.小谷3./Jヽ谷

2.志度末1号 4./Jヽ1き
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志度末窯跡

小谷窯跡

7 (836)

8 (350)

図 171 小谷窯と志度末窯に共通する器種

10 (498)

9。 11.12 小谷1号窯
7.8.10 ″ 灰原
カッコ内の番号は報文番号

2。 「小谷 ・志度末タイプ」の蓋から見た生産地と工人集団の移動

小谷窯址群は旧三木郡、志度末窯址群は旧寒川郡に含まれるが、山塊を介して直線距離で 3km程の

比較的近い位置関係にある。遺物の様相からはt志度末 1号窯が様相 1期の開窯から様相 3期 まで継続

し、志度末 203号窯は様相 2期の短期操業と思われる。小谷 1～ 3号窯は、志度末 1号窯と一部同時

併存すると見られることから、小谷・志度末タイプはt様相 1か ら3期 まで確認できることとなる8志

度末 1号窯は様相 1期～様相 3期 までの時間幅での長期操業が想定されるが、志度末 3号窯は様相 2期

の短期操業であり、小谷 1～ 3号窯は、様相 3期 に新たに開窯されることから、開窯に際して志度末窯

跡群の二人が一定程度関与している可能性が指摘できる。また、小谷窯の様相 3期 には、志度末 1号窯

も同時操業していたと見られることから、両生産地間で工人が往来していた可能性も想像できる。

このように、異なる生産地においても、開窯や生産の局面においては二人レベルの密接な交流があっ

たことが想定されよう。しかしt志度末窯跡・小谷窯跡ではtすべてこれらの「癖」をもった須恵器類

を焼成している状況ではないことから、一つの生産地内 (窯)の操業においても複数の工人集団が関与

している可能性も考慮される (換言すれば共同使用)。 可能性の提示に留まるが、今後各生産地毎の特

徴を抽出することによって、工人の移動等から見える窯経営の実態が明らかになると思われる。
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第 4節  小谷窯産須恵器の流通について

1.小谷産須恵器の消費地での一例 (図 171)

今回の報告で自然科学的分析と同時に考古学的な観察を実施し、小谷窯産須恵器の流通状況を捉握す

るため、小谷窯跡に比較的近接した位置にある高松市所在の前田東 。中村遺跡を選択した。本来的には

同時期の遺跡を網羅的に対象とすべきではあるが、当該期の良好な消費地 (集落)の調査例が少ないこ

とから前田東・中村遺跡を選択した。同遺跡は、 7世紀に掘立柱建物が確認された以降、概ね10世紀頃

まで集落が継続して営まれる (古野・森1994。 佐藤1998)。 8世紀以降は継続して大形建物群が見られ、

斎串等の木製祭祀具や他の出土遺物から官衛的な性格を併せ持つ集落と評価される (佐藤1998)。 また、

7世紀段階の良好な一括資料が少ないことから、対象資料については各地区の各遺構から抽出したもの

や包含層出土のものを取り扱うものとする。図171は、対象資料の実測図であり付与した番号は報告書

遺物番号である。また、この報告書遺物番号に対して下線で記したものに関しては、本章第 6節 におい

て自然科学的な胎土分析を実施している資料に該当する。上段は小谷窯産、中段は志度末窯、下段は産

地不明の一群である。

小谷窯産としたものは、型式学的にも本稿で検討した同窯出土資料中の諸形式を網羅するものと言え

る。特にG810は 蓋B4形式であり、日縁部内面には小谷・志度末タイプのかえりが施される。自然科

学的分析を実施していないD196や E694に 関しても、杯D2形式 0蓋 D2形式と思われ肉眼的観察に基

づく胎上の特徴や焼成状況も小谷窯産と見てよいであろう。自然科学的分析と配辮はC916の蓋に認め

られる。C916は 口径から判断して杯B形式ではなく、杯D形式の蓋になる可能性が考えられる。しか

し、杯D形式が出現する様相 3期の小谷窯の蓋C形式との比較では、摘みの形態や全体的にシャープな

印象を受けることから、自然科学的な分析で小谷産と判定されたが違和感を覚えるものである。尚、小

谷窯産の胎土的な特徴はt焼き上がりの発色は青灰色ん灰色を呈し、胎土中には 21111n以下の細かい砂粒

を多く含む。焼き上がりの発色は、志度末窯程一定しない。胎土中の砂粒の特徴は志度末窯のものに近

い。G811～ F511は志度末窯産と推定する。焼き上がりの色調は明青灰色から青灰色に発色し、胎土中

には 211m以下の砂粒をやや多く含む。胎土的な特徴は小谷窯産のそれに近似するものである。提示した

資料中には、G819の ように明らかに志度末窯と思われるものも含まれる。G819は杯A2形式であり、

矮小な立ち上がりから佐藤竜馬氏によって志度末タイプとされたものに酷似する (佐藤1997)。 E178は

自然科学的には、小谷窯と志度末窯との重複領域に判定されたが、焼成状況や胎土的な観察から志度末

窯産と推定する。これらのものは、時期的には様相 1期～ 3期の時間幅をもつ思われることから、志度

末窯でも1号～ 3号窯の製品が含まれているものと思われる。

E162～ E696は型式学的 0自 然科学的産地不明とした一群である。しかし、肉眼観察である程度産地

が推定できるものが存在する。E197は 自然科学的には不明とされたが、全体としては、小谷・志度末

窯と比較して砂粒の少ない緻密な胎土をもつが、 3 mm以上のやや大形の砂粒が稀に含まれる。E196も

同様な胎土をもつものである。この特徴は、香川県西部の三野窯跡群の特徴として提示されている (佐

藤2000)こ とから、比較的遠隔地である同窯跡群の可能性もあろう。

以上のように、小谷窯と志度末窯に比較的近い位置にある前田東・中村遺跡では、両生産地の製品が

多く目立つものとなった。上記のように、本遺跡は 8世紀以降に官衛的集落として評価されるものであ

り、両生産地の窯経営に深く関係している可能性があるが、本稿では網羅的に他の同時期の集落 (消費

地)での検討を行っていないことから、あくまでも推定の域をでるものではない。今後は対象とする遺

跡や範囲を広げ検討する必要があろう。

-236-



“
_|_‐

図172  前田束・中村還跡における7～ 8c初頭の須恵器 (S=1:3)

志度末窯跡群

産地不明
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第 5節 塚谷古墳 出土の窯壁 について

1。 はじめに

塚谷古墳の横穴式石室からは合計 4点の窯壁塊が出土している。検討した結果、石室内で 2次的な移

動を受けているものの、元来須恵器・土師器類とともにともに副葬されたものと考えるに至った。須恵

器・土師器類などの器物や耳環等の装身具が当地方の後期・終末期古墳に副葬される事例はまま見かけ

るものであるが、窯壁塊のような生産関連の残滓とも言うべきものが副葬品として選択されている事例

は極めて特異である。讃岐地方の後期・終末期古墳の動向に関して、佐藤竜馬氏は 7世紀中葉を境にし

て群集墳築造の停止や群形成を行わないものでも新規に構築される古墳が激減し、専ら追葬期間となる

と論じている (佐藤1997)。 かような前提の基づくと、塚谷古墳そのもの造墓は特異と言わざるを得な

い。本節では、出土した窯壁塊を通して、塚谷古墳の被葬者が須恵器生産と密接な関係があることを述

べる。

2.立地と須恵器の観察

本墳周辺には後期・終末期古墳は見られない。南方には、陰浦 102号墳や駒足古墳等が存在するが、

塚谷古墳との間は複雑に開析谷が錯綜する地形面が存在することから、同一の群としての把握はできな

いと考える。周辺には可耕地に適した地形面は見られず、山間部に突如として構築された古墳と考えら

れる。

石室内出土須恵器は、大半が小谷窯産の可能性が高い。一部に特異な形態の高台部をもつ杯 D形式

(台付椀 ?)2112.2113や、胎土分析を依頼した三辻氏の分析において非小谷産とされた、2102の蓋D2

形式や2105の杯 C3形式も小谷窯以外の可能性がある。しかし、副葬された須恵器類の大半は、考古学

的に見ても小谷窯産と見て間違いないだろう。本墳は、立地や須恵器の検討からやはり小谷窯との脈絡

で把握されるべきものであることが分かる。

3.県下 。他地域の事例 (図 173)

今のところ、石室内に窯壁もしくはその可能性があるものが副葬される諸例として、坂出市府中町所

在の神懸神社古墳がある (川畑1980。佐藤1997)。 本墳の南方900mに は様相 2から様相 3期 と思われる打

越窯が存在し、窯壁塊の出土とともに被葬者と須恵器生産との関係を示唆するものとなっている。

図173は 出土須恵器の実測図である。この内、下段の23～ 25は 8世紀以降の混入品と思われる。出土

須恵器の特徴は、 1の蓋Bl形式の細身の摘みの形態や体部中位の沈線を施す杯B4形式・杯Cl形式

等の打越窯に特徴的なものである。降灰の状況も打越窯産と見てよい。出土須恵器の時間幅は、筆者の

様相 2～ 3期の中に納まるものと見られ、打越窯の操業幅とも矛盾はしない。これらの打越窯産の須恵

器に22の窯壁塊が伴う。

この窯壁塊には、甕の胴部～底部片と蓋B形式の回縁部が溶着している。下面には、窯床の砂と考え

られる砂粒が多く付着することから、壁材の一部ではなく床材と考えたほうがよいだろう。しかし、甕

の胴部 (胴部～底部片か ?)と 思われることから、甕として副葬されたものに床材が付着しているとも

解釈できるが、石室内出土須恵器に、この胴部片に対応する甕が見られないことから、窯の床材を石室

内へ持ち込んだと積極的に解釈する。

大阪府陶邑窯の大野池地区から光明池地区に及ぶ檜尾塚原古墳群内の檜尾塚原 5号墳に同様の事例が
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ある (中村1981)。 この檜尾塚原5号墳は7m程の円墳であり、内部主体である合わせ日の須恵器甕か、

棺とは別個体の甕が溶着した窯壁塊と金環が出土している。

4。 窯壁冨」葬の意味

中村浩氏は檜尾塚原 5号墳の状況を「とりわけ窯壁の副葬は、被葬者が生前、須恵器生産に関与した

ことを短絡的に物語るものである」としている。また、この須恵器生産に関与したであろう被葬者を「窯

の使用にあった調整作業と工人把握にあり」と説明した中間層であるとした。県下の事例では、佐藤竜

馬氏が神懸神社古墳の窯壁塊を中村氏と同様の立場を採りつつ須恵器生産に関係した中間層とした。ま

た、この中間層を介在する形で同古墳北側の府中地域に存在する大型石室墳の築造主体である在地首長

が、須恵器生産集団と関わりをもったと推定した (佐藤1997)。 塚谷古墳の場合にも須恵器生産との関

係が深い立地と、副葬された窯壁塊から被葬者を同様に推測できると考えている。若干事例が異なるが、

石室内に供献された鉄滓と同様に、被葬者の生前の職能等を端的に示すものと同様に捉えるべきであろ

う (千賀1988.弘田1996)。

本章第 3節で検討したように、小谷窯出土須恵器の中には、蓋の回縁部内面のかえりの形態が特徴的

なもの (小谷・志度末タイプと仮称した一群)も 一定量含まれている。これらがヘラ記号のように焼成

された須恵器を区別するような意味 (中村1980)を もっていたかどうかは定かではないが、複数の工人

集団が小谷窯の開窯・維持管理に関与していた可能性は指摘できるものと考える。このような複数の工

人集団を調整・掌握する窯元的な立場を、塚谷古墳の被葬者に想定できるだろう。しかし、塚谷古墳同

時期には、県内でも古墳そのもの新規築造が稀であることから、窯元より上位階層である在地首長層の

想定は難しい。つまり、墓制そのもの比較で結論づけることはできない。今後は、他の手工業生産や古

代寺院、集落動向を含めた当該期の具体的な地域像を探る作業が必要であろう。
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第 6節 小谷窯跡出土須恵器の蛍光 X線分析

大谷女子大学  三辻利一

1)はじめに

土器の考古学研究は土器型式の詳細な観察と比較に基づいて推進されてきた。土器の素材は何処にで

もある粘土であるだけに、その生産地は数多い。とりわけ、古代最大の窯業生産であった須恵器の窯跡

は全国各地に数多く見つけられている。しかも、そこからは大量の須恵器破片が出土していることは周

知の事実である。生産地の数や出土破片が余りにも多すぎると、肉眼観察だけで須恵器を整理すること

は困難になる。何か、もっと客観的なデータで須恵器窯を整理しない限り、須恵器の産地推定は困難で

ある。こうした考え方から元素分析による須恵器産地推定法の開発が要請された。全国各地の窯跡出土

須恵器を分析しない限り、産地推定法は作れない。当然、この仕事は数十年にわたる長期間の分析作業

が必要である。こうした長期的展望をもって須恵器産地推定法の開発研究は着手された。以来、20年間

を越える長期間にわたる分析データの集積の結果、須恵器産地推定法は出来上がってきた。現在、この

方法を種々の考古学系に適用して、この方法の実効性を確かめている。本報告では、小谷窯跡出土須恵

器を中心にして、末 3号窯、および、塚谷古墳、前田東中村遺跡出土須恵器の分析結果について報告す

る。

2)分析方法

試料の処理法、蛍光X線分析法は従来のとおりである。蛍光X線分析は相対分析であるので、比較の

ために標準試料を含めて一定形状の試料を作成するのが常識である。石器のように、物理的破壊も許さ

れない場合にのみ、不定形の試料にX線を照射して非破壊分析をする。この場合には内部標準試料を使

う。一つのスペクトルの中で二つのビークの比をとって解析するのもそのためである。土器の場合には、

殆どの場合、小破片を粉砕することが許容されるので、筆者は粉砕可能な試料についてのみ分析する。

1基の窯跡から出土した須恵器破片を50点程度分析すると、どの元素についても変動係数にして20%

程度はばらつく。これに対して、同一試料を10回程繰り返して分析しても、そのバラツキは変動係数に

して 1%程度であった。これをみても現在市販されている蛍光X線分析装置は如何に精巧な装置である

かがわかる。逆に言えば、分析対象となる土器類は一般に、如何に粗雑な物であるかがわかる。しかし、

バラツキが大きいため、分析試料数をある程度増やさないと、窯跡出土須恵器の個性を把握することは

困難である。筆者は通常、 1基の窯について50点程度の試料を分析している。今回もこの線に沿って分

析した。

データ解析法としてはK― Ca、 Rb―Srの両分布図を作成して、まず、定性的に窯跡出土須恵器の指紋を

把握する。つぃで、古墳出土須恵器についても、両分布図で窯領域に対応させて判別分析の目安をたて

ることにしている。

3)分析結果 (図 174～ 180・ 表19)

小谷窯跡 。志度末3号窯の胎土分析  分析試料数が多いので、窯跡出土須恵器の分析値の表は省略し

た。図で分析結果を説明する。はじめに、図174に は末 3号窯出土須恵器の両分布図を示す。よくまと

まって分布することがわかる。このことは4元素からみて末 3号窯出土須恵器は‐定の個性をもつこと

を示す。そこで、両分布図上で末 3号窯と小谷窯の須恵器の個性を比較するため、殆どの分析点を包含
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するようにして末 3号窯領域を描いた。この領域は殆どの試料を包含するようにして任意に描いたもの

であり、領域の広がりについてはとくに統計学的な意味をもっていない。それでも、小谷窯跡出土須恵

器の分布する領域と比較する上には対照領域として十分役に立つ。図175に は小谷窯出土須恵器の両分

布図を示す。図174と 同様にして小谷領域を描いた。一部に重複する領域があるものの、末 3号窯領域

と小谷領域とは異なることがわかる。両者が相互識別できるかどうかは判別分析にかけてみないとわか

らない。末 3号窯領域に比べて、小谷領域の広がりが大きい理由はよくわからない。両窯の製品を指紋

元素を使って比較したら、このような違いがあることがわかったということである。

粘土を出発物質として分析をはじめると、粘土自身の分布の曖味さを「産地」を定義するうえにどう処

理するか、また、水簸、混和剤など粘土から製品を作る過程で起こる素材処理の問題など難しい問題が

出てきて産地推定まで結びつかない。さらに重要な点は考古学自身、土器製品を観察の対象にしてきた

のであり、粘土に関する分析データを出しても考古学には結びつかない可能性が大きい。このようなこ

とを考慮に入れて製品を分析することから研究に着手した。そのとき、必要な条件は生産地が明確に残

っている土器があるかどうかであった。その絶好の分析対象が窯跡出土須恵器であった訳である。この

ことに気がついて全国的に窯跡出土須恵器の大規模な分析作業が始まったのである。これは大変根気の

要る仕事である。毎日、こつこつと分析作業を継続していかなければならない。このような地道なデー

タの積み上げの上に、須恵器産地推定法が出来上がってくるのである。これが自然科学の手法なのであ

る。

しかし、生データを両分布図にプロットしたままで放置することはできない。自然科学の手法でこの

データを整理しなければならない。そこで、両母集団間の判別分析を導入することになった。その結果

を図176に示す。両軸には両母集団の重心からのマハラノビスの汎距離の二乗値をとってある。D2

(小谷)、 D2(末 3号)はそれぞれ、両母集団の重心からのマハラノビスの汎距離の二乗値であり、両

母集団の全試料についてK、 Ca、 Rb、 Srの 4元素の分析値を使って計算した。中央に引かれた斜線は

理想境界線であり、両群の重心から等距離にある点の軌跡である6図 176を みると、この境界線を乗り

越えて相手側の領域に分布するものが 1～ 2点あるものの、両群の試料は理想境界線を挟んで分かれる

ことがわかる。このように理想境界線を挟んで、両群の試料は分かれて分布するということは両群の個

性に相違が有ることを示す。しかし、このままでは帰属条件は求められていない。帰属条件を求めるた

めには、 5%の危険率をかけたホテリングのT2検定に合格する条件を求めなければならない。20～ 50

程度の試料数の母集団を使うと、この条件はD2(X)<10が 得られる。(X)は母集団名である。そ

の結果、図176ではD2(小谷)=10、 D2(末 3号)=10の ところに線を引いてある。図176か ら、小

谷群の試料の殆どはD2(小谷)<10の領域に、また、末 3号窯の試料の殆どもD2(末 3号)<10
の領域に分布することがわかる。しかし、ホテリングのT2検定に合格する領域は広く、まだ、空自の

領域は広々と残っていることがわかる。この空白領域を除去しておくほうがこの図 (判 別図という)を

使って産地推定する上には便利である。この空自の領域は実際にめ図176を 描いてみて初めて経験的に

除去できる。図176に はこの空白領域を除去して各母集団の領域を描いてある。小谷領域はD2(小

谷)<10、 D2(末 3号)=3～ 80であり、末 3号領域はD2(末 3号)<10、 D2(小谷)=4～ 20

であることがわかる。この領域内に両群の試料はそれぞれ分布することがわかる。その結果、狭いなが

らも、両領域が重複する領域があることがわかった。完全には分離しなかった訳である。もし、この判

別図を使って小谷窯跡周辺の同時期の古墳出土須恵器の産地を推定する場合、小谷領域に分布すれば、
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小谷窯が産地と推定できるし、小谷領域に分布 しなければ、小谷窯を産地として推定することはできな

いのである。搬入品と判断される。さらに、重複領域に分布すれば、小谷窯の製品か、それとも、末 3

号窯の製品かを判断することは難しくなる。

小谷窯の周辺にあり、同時期の古墳 と推定されている塚谷古墳出土須恵器の分析結果について説明す

る。まず、塚谷古墳出土須恵器の両分布図を図177に 示す。この図には末 3号窯領域 と小谷領域 も描い

てある。図177を みると、No.2102.2105の 2点 は末 3号領域からも、小谷領域からもずれることがわかる。

つぎに、塚谷古墳出土須恵器を図176の判別図上にプロットしてみた。その結果を図178に示す。明らか

に、 7点の試料は小谷領域に分布 し、末 3号領域には分布 しないことがわかる。そして、図177か らも

予想できるように、No.2102.2105の 2点の試料は小谷領域にも、末 3号領域にも分布せず、不明領域に

分布することがわかる。この 2点は小谷窯の製品でもなく、末 3号窯の製品でもないことを示している。

搬入品である。かくして、小谷窯の近くにある、小谷窯と同時期の塚谷古墳へは小谷窯の製品が供給さ

れていたことが証明されたことになる。

つぎに、前田東・中村遺跡から出土した須恵器の両分布図を図179に 示す。多くの試料は小谷領域に

分布するが、一部の試料は末 3号窯領域にも分布することもわかる。両窯の製品が混ざっている可能性

があることを示す。そして、G837と C916.917の 3点の試料は小谷領域にも、末 3号領域にも分布しない

ことがわかる。搬入品も含まれている訳である。前田東・中村遺跡出土須恵器の判別分析の結果は図

180に示す。図179か らも予想されるように、多くの試料は小谷領域に分布し、末 3号領域に分布するも

のも何点かあることがわかる。ここで、どの試料が小谷窯の製品で、また、どの試料が末窯の製品であ

るかをみるために、塚谷古墳と前田東・中村遺跡出土須恵器の分析値と小谷窯、末 3号窯の重心からの

マハラノビスの汎距離の二乗値を合わせて表19に記載してある。

表19と 図を比較しつつ、説明する。表19の読み方として、D2(X)<10が (X)母集団への帰属条

件である。塚谷古墳の試料の分析結果をみると、No.2102.2105の 2点 を除いて、他の 7点の試料は小谷

窯への帰属条件を満足している。図178で もこれらの試料は小谷領域に分布している。さらに、図177の

両分布図でもこの結果は理解できる。そして、No.2102.2105の 2点 は小谷領域にも末領域にも入らない

こともわかる。2126は両分布図では小谷領域をずれるようにみえるが、計算結果では小谷窯への帰属条

件を満足し、小谷窯の製品と推定された。一方、前田東・中村遺跡の試料の分析結果を表19か らみると、

C917、 G837、 D710、 E179、 E197、 G818の 6点の試料は産地不明となった。このことは図180の 判別図

と図179の両分布図でも理解できる。このうち、E179、 G818は小谷窯の製品である可能性は残されてい

る。他の試料はその可能性は殆どないことは図179の両分布図からもわかる。E178、 F510の 2点は図

180の 判別図で小谷領域と末領域が重複する領域に分布しており、どちらに帰属するのかの判断ができ

なかったので、産地不定とした。小谷窯の製品かもしれないし、末窯の製品かもしれない。残る試料の

うち、11点が小谷窯の製品と推定され、 7点が末窯の製品と推定された。この結果は図180の 判別図と

比較すれば、十分理解できる。かくして、前田東 。中村遺跡には小谷窯と末窯の製品が供給されていた

ことはほぼ確実になった。その他に若干の搬入品が含まれていた。

塚谷古墳には小谷窯の製品が検出されたものの、末窯の製品は検出されなかったのに対して、前田

東・中村遺跡からは両窯の製品が検出されたことは両遺跡の性格の違いを表していると考えられる。産

地推定の結果を考古学の土器型式と対比してみると、もっと興味深い情報が引き出されるかもしれない。
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本文番号 遺構名 K Ca Fe Rb Sr Na
D2

(小谷 )

D2

(末 3号 )

推定

産地
備考

塚 谷 古 墳 2122 石室内 0.419 0.178 小谷

石室内 0.542 0。772 0.406 26.2 小谷

石室内 0.393 0.242 小谷

石室内 0.457 0.216 0.405 /1ヽ 谷

石室内 0.354 0.533 0.447 42.5 不 明

石室内 0.407 0.222 0.444 小谷

石室内 0.402 32.5 小谷

石室内 2.24 0.505 0.228 22.5 25.5 不 明

石室内 0.477 0.126 2.32 0.586 小 谷

前田東。中村 A73 AttSP09 0.298 0.679 0.623 0.286 21.2 小谷

B12 BttSD06 0.766 小谷

C916 C区包含層 0.395 0.109 0.486 0.297 0.255 19,9 小谷

C917 C区包含層 0.373 0.516 0.652 0.271 72.4 不 明

Dl19 DttSD09 0.324 1,82 0,773 小谷

D121 DttSD09 0.514 0.357 0.723 22.4 小谷 8c前 半

D639 D区包含層 0.456 1.75 0.59 小谷

D646 D区包含層 0.175 0.648 0.378 0.109 小谷

D710 D区包含層 0.596 0.319 0.602 0.799 不 明

E178 EttSD10 0.499 0.838 0.443 不定

E179 EttSD10 0.168 不 明

F183 EttSD13 0.563 0.416 0.717 小谷

E197 EttSD16 3.23 0.602 0.297 不 明

E478 EttSE01 0.526 0.164 0.888 0.199 末3号

F504 FttSX02 0.554 0.755 0.409 0.252 末3号

F505 FttSX02 0.619 0.419 0.244 末3号

F507 FttSX02 0.625 0.211 0.237 末3号

F510 FttSX02 0.758 0.518 0.279 末3号

F513 FttSX02 0.512 0.157 2.32 不定

G810 GttSR04 0.578 0.817 0.426 小谷

G817 GttSR04 0.609 0,766 0.114 末3号

G818 GttSR04 0.455 0,159 1.22 0.783 0.155 17.5 不 明

G819 GttSR04 0.673 0.242 0.882 0.297 17.5 末3号

G834 GttSR04 0.436 0.217 2.03 0.758 0.465 0.223 小谷

G837 GttSR04 0.358 0.077 0.443 0.077 32.7 不 明

G860 GttSR04 0.478 0.183 1.29 0.655 0.217 小谷

表 19 塚谷古墳と前田東・中村還跡の須恵器分析結果
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図174  志度末 3号窯出土須恵器の両分布図
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図175  小谷窯出土須恵器の両分布図
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塚谷古墳出土須恵器の両分布図
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図178  塚谷古墳出土須恵器の産地推定
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第 7節 小谷窯跡・塚谷古墳か ら出土 した炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

小谷窯跡は谷の北斜面に位置し、 7世紀末～ 8世紀初頭の須恵器窯 (1号窯)の窯体内や 9世紀後半

～10世紀前半の炭窯 (SX01)が検出されている。これらの窯内からは、焼成時の燃料材や、製炭され

た木炭と考えられる炭化材が出土している。このうち、SX01と よく似た炭窯が岡清水遺跡でも出土し

ており、炭化材の樹種はクヌギ節を主とすることが明らかにされている (パ リノ・サーヴェイ2001)。

一方、塚谷古墳では、10世紀代の炭窯が検出されている。この炭窯内からも窯の構築材あるいは燃料材

と考えられる炭化材が出土している。本報告では、これらの炭化材の樹種同定を行い、用材選択に関す

る資料を得る。

1.小谷窯跡出土炭化材の樹種

(1)試料

試料は、 7世紀末～ 8世紀初頭の須恵器窯 (1号窯)の窯内と、 9世紀後半～10世紀前半の炭窯

(SX01)か ら出土した炭化材10点である。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表20に記した。

遺 構 名 時 期 出 上 位 置 樹 種

1号窯焼成部口 7世 紀末～8世 紀初頭

3次 床 面

クマシデ属イヌシデ節

クマシデ属イヌシデ節

クマシデ属イヌシデ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

3次床面上位埋土
コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

1～ 3次床面間埋土 クマシデ属イヌシデ節

I ttSX01炭 窯 9世紀後半～10世紀前半
コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

表20  小谷窯跡の樹種同定結果

(2)方法

木口 (横断面)0柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡およ

び走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

(3)結果

樹種同定結果を表20に示す。炭化材は、いずれも落葉広葉樹で、 3種類 (ク マシデ属イヌシデ節 0コ

ナラ属コナラ亜属クヌギ節 0コ ナラ属コナラ亜属コナラ節)に 同定された。各種類の主な解剖学的特徴

を以下に記す。

・クマシデ属イヌシデ節 (Carpinus subgeno Euarpinus)   カバノキ科

散子L材で、管孔は放射方向に 2～ 4(時に10以上)個が複合する。横断面では楕円形、管壁は薄い。

道管は単穿孔を有し、壁孔は対列状～交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型、 1～ 3細胞幅、 1

～40細胞高のものと集合放射組織とがある。柔組織は短接線状およびターミナル状。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Quercus subgeno Lepidobalanus secto Cerris)   ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減 しながら放射状に配列する。道

管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放射

組織とがある。
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コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercus subgen.Lё pidobalanus sect.Prinus) ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、漸減 しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放

射組織とがある。

(4)考察

1号窯は、須恵器窯であり、炭化材は焼成室から出土していることから、燃料材の二部が残存 したと

考えられる。炭化材の樹種は、コナラ節とイヌシデ節の 2種類が認められた。いずれも比較的重硬な材

質を有する種類であり、熱カロリーが高 く火持ちがよい。

須恵器の燃料材については、大阪府陶邑遺跡で樹種同定が行われており、アカガシ亜属等の広葉樹材

から針葉樹のアカマツに変化 していく過程が確認され、周辺植生の二次林化との関わりが指摘されてい

る (西 田、1976,1980)。 アカマツは、松脂を含むために高温が得 られる木材であり、陶邑の結果もより

高温焼成に適した木材を選択 した結果の可能性 もある。今回のクヌギ節やイヌシデ節は、アカマツより

もアカガシ亜属に近い材質を有する。本地域における須恵器焼成の燃料材については、資料が少ないた

め、現時点ではアカマツの利用状況などは不明である。今後、さらに調査事例を蓄積 したい。

一方、SX01炭窯は、隅丸方形の土坑であり、伏せ焼きの技法で木炭を焼成した可能性がある。似た

ような遺構が岡清水遺跡でも検出されており、樹種は全てクヌギ節であった。この結果は、今回の結果

とも一致しており、クヌギ節の木材が選択的に利用された可能性がある。クヌギ節の木炭は硬炭に分類

され、国産材でも最も優良な種類の一つとされる (平井、1979;岸本 0杉浦、1980)。 遺跡からの出土

例では、製鉄燃料材にクヌギ節が多く利用された例などが報告されている。しかし、本地域におけるク

ヌギ節の本炭の利用状況については、不明な点が多い。今後、周辺の生産遺構内から出土する炭化材と

の比較等も行って、利用状況を明らかにしたい。

木炭を焼成する場合、生木を伐採して窯まで運ぶよりも、必要とする樹木が生育している周辺に窯を

構築して木炭を焼成した方が、水分がない分だけ軽く、より簡単にまた大量に運ぶことができる。この

ことを考慮すれば、出土した木材は遺跡周辺の植生を反映している可能性がある。高松平野等で行われ

た調査では、低地部を中心に常緑広葉樹のアカガシ亜属などが多く認められている (パ リノ・サーヴェ

イ株式会社、1993,2000)。 本遺跡周辺の潜在自然植生もこのような常緑広葉樹林になると考えられてい

るが (官脇、1982)、 今回の調査では 1点 も認められなかった。

今回認められたクヌギ節、コナラ節、イヌシデ節といった落葉広葉樹は、本窯跡の立地を考えた場合、

周辺に分布していた可能性がある。また、クヌギ節やコナラ節は常緑広葉樹林を伐採したあとに成立す

る二次林の構成種でもある。現時点では、窯跡周辺の植生史が不明であるため、落葉広葉樹が二次林に

起因するかは判断がつかない。今後、谷埋積物の花粉分析などから検証していくようにしたい。また、

本窯跡操業期間を通じて、コナラ節・クヌギ節の本材が継続利用されていたこと、マツ属などの針葉樹

が確認されていないことは、当時の窯跡の操業を考える上で興味深い結果といえる。

2.∨区SX04.05出土炭化材の樹種

(1)試料

試料は、 9C後半～10C前半の炭窯から出土した炭化材 5点である。各試料の詳細は、樹種同定結果

と共に表 2に記した。
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(2)方法

木口 (横 断面)0柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接

線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡

および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴

遺 構 名 時 期 樹 種

V ttSX04炭 窯 10世 紀代
コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

V ttSX05炭窯 10世 紀 代

コナラ属コナラ亜属クヌギ節
コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

を観察し、種類を同定する8               表21  ∨区 炭土坑の樹種同定結果

(3)結果

樹種同定結果を表21に示す。炭化材は、全て落葉広葉樹のコナラ属コナラ亜属クヌギ節に同定された。

主な解剖学的特徴を以下に記す。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Quercus subgeno Lepidobalanus sect.Cerris)   ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減しながら放射状に配列する。道

管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合放射

組織 とがある。

(4)考察

炭窯から出上した炭化材は、炭窯内で焼成された製品としての本炭の一部の可能性がある。調査を行

ったSX04と SX05で は樹種構成に差はなく、全て落葉広葉樹のクヌギ節であった。両窯跡の操業時には、

クヌギ節の木材が選択的に利用された可能性がある。

クヌギ節の木材は、比較的重硬で、薪炭材 としては日本産木材の中でも特に優良な樹種の二つとされ

る (平井、1979)。 木炭は、いわゆる硬炭に分類され、火持ちが良い (岸本 0杉浦、1980)。 民俗事例で

は、製鉄の燃料材 として利用され (窪 田、1987)、 実際の製鉄遺跡から出土した木炭でもクヌギ節や近

い種類のコナラ節が多 くを占める (Takahashi、 1997)。 本遺跡周辺でも硬炭を焼成していたことが推定

されるが、その利用の背景については考古学的調査成果と合わせた評価が必要である。

以上、V区で検出されたSX04.05炭 窯の炭化材はクヌギ節であった。同様の傾向はI ttSX01や 岡清水

遺跡でも確認されている。各遺跡の本炭の利用状況については、炭化材の出土状況や遺構の形態など考

古学的調査成果を含めて総合的に評価する必要がある。また、当時の植生との比較も重要でありt今後

本地域での古植生資料の蓄積をもって再評価 していきたい。
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1.ク マシデ属イヌシデ節 (1号窯焼成部口 1～ 3次床面間埋土)

2.コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節 (I ttSX01炭窯)

3.コ ナラ属コナラ亜属コナラ節 (1号窯焼成部口 3次床面上位埋土)

a:木口、b:柾 日、c:板 目

図 181  小谷窯出土炭化材
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1.コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節 (I ttSX01炭窯)

a:木口、b:柾 日、c:板 目
- 200 

μ ln:a

- 200 
μ Πl:a,c

図182  小谷窯出土炭化材 その2

-256-



第Ⅵ章 結語

小谷窯跡は、香川県東部地域の本田郡三木町井上に所在する7世紀末～ 8世紀初頭にかけての 3基の

須恵器窯である。塚谷古墳は、小谷窯と同時期にその近傍に築造された直径15mの 円形を呈する終末期

古墳である。調査で得られた成果は本文中に記したが、調査方法や記録作成の点で反省すべき点が多い。

また、窯体構造の比較検討を十分に行えなかったことや、終末期古墳築造の背景など、今後に積み残す

こととなった課題は多い。この課題を記しまとめとする。

小谷 1号窯は、全長7.9m幅 2mを測り上部開口型の排煙口をもつ地下式の須恵器窯である。この上部

開口形の排煙回は、志度末 1号窯に類似することから、小谷 1号窯に先行する段階より讃岐地方に見ら

れる。また、窯尻付近で床面傾斜が緩 くなり、ほぼ直立する排煙部をもつ点も小谷 1号窯と共通する

(佐藤1999)。 8世紀段階には、十瓶山窯跡群の中の池宮神社窯で同様の排煙形態が見られる。池宮神社

窯は半地上式と思われることから、窯構造の系譜的には志度末 1号窯→小谷 1号窯→池宮神社窯となり、

8世紀以降十瓶山窯全体で半地上式の動きが見られることから、地下式→半地上式への流れが想定され

ている (佐藤1997.1999)。

このような流れの中で、明らかに小型と見られる小谷 2・ 3号窯の存在が極めて異質である。検出状

況からこの 2基は、半地上式の可能性が考えられる。また、小谷 1号窯と同時操業していると考えられ

るから、同一生産地内で異なる規模 0構造が採用されていたことになる。小谷 2号窯の排煙調整用に転

用された甕の破片や復元される窯体の規模から、 1号窯との間でサイズや器種別を意識的に焼き分けて

いた可能性を提示した。明確に2号窯に伴うと判断できる遺物が少ないことから、推測の域を出るもの

ではないが、異なる規模・構造の窯が採用された背景として、今後とも検討する必要がある。 3号窯も

位置関係から、 2号窯と同様の規模・構造をもつと思われるが、残存状況が極めて悪いことから明確に

言及できない。 2号窯に類する窯は、 8世紀前後する時期には、現在まで讃岐地域はもとより他地域で

も確認できておらず系譜関係は不明であるが、小谷窯の段階に器種の焼き分けなどの要因で試行錯誤的

に導入された可能性があろう。

出土遺物は、検討した結果既往の陶邑編年のT K48型 式・飛鳥Ⅳ期に一部併行する所産と思われる。

あわせて、讃岐地域の須恵器編年を試みたが、生産地の発掘調査例と消費地における一括資料の不足か

ら、十分なものと言えない。今後、各生産地の須恵器流通範囲に日配りした再検討が必要であろう8´ ま

た、窯構造と同様に、近接する志度末窯との親縁性を示す蓋などの存在が明らかになり、一定範囲内に

おける須恵器工人の動向の一端を垣間見ることができた。今後、時期別・生産地別に同様の作業を行い

理解を深める必要がある。

須恵器窯関連の遺構は I区の谷 7南斜面とV区 を中心として検出された。襲輔ビット等の製作に直結

した遺構は確認できなかったが、掘立柱建物等が存在しており須恵器窯の維持管理を行う施設と考えら

れることから、窯を中心とした周囲の状況が明らかになったと考えられる。

塚谷古墳はtガ 谷ヽ窯と同時期に築造された終末期古墳であることが判明した。須恵器窯に極めて近い

位置に構築されていることt副葬品として小谷窯産の須恵器や窯壁塊が見られることから、被葬者が小

谷窯における須恵器生産に深く関与した人物であったと推定した。また、その人物は須恵器生産工人と

在地首長層との間に位置する中間層とされる人物と目される。
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図の出典関係                ,

図151-154

青ノ山 1号窯 (松本・岩橋 1985)

151‐ 1 (1) .2 (2) .6 (9) .7 (8) 。12 (4) .18 (7) 。40 (5) .43 (10) .57 (11)

打越窯 (渡部ほか1997)

151‐ 4 (14)。5 (7)。 10 (191) 。11 (167) 。13 (59)。15 (96) .23 (52) .26 (63) 。30 (71)。 33 (51) 。34 (92) .41

(120)。45 (400) 。46 (384) .51 (403) .53 (391) .58 (329)。 60 (320)。 64 (358)。 70 (498) 。71 (499) 。152‐ 80

(73).84 (444)。 86 (291).109 (110).129 (155).134 (164).149 (149)。 153… 139 (679)。 143 (508)。 144

(507).153 (515)。 160 (537) 。161 (568).168 (567)。 174 (579) 。154… 175 (550).178 (595)。 180 (610).182

(609) .183 (608) 。184 (646) 。185 (591) 。189 (605) 。191 (494) .194 (703) .199 (676) .202 (680)

志度末 1号窯 (松本・岩橋 1985)

153-140 (77) 。142 (78)

志度末 2号窯 (松本 。岩橋 1985)

151‐59(4).61(5)

志度末 3号窯 (古野2000)※番号は本書掲載時のもの

151‐ 14 (8).19 (172)。 22 (75)。 27 (159),31 (9).37 (171).42 (179).44 (190)。 50 (192)。72 (181)。 74

(328)。 76 (197)。81 (201)。 89 (317).93 (116)。 95 (125)。96 (210)。98 (73)。99 (12)。 101 (247).105

(207) 。166 (92) 。170 (58) .190 (78) .203 (132) 。

小谷窯跡 (塚谷古墳 も含む)

151‐ 17 (473) 。20 (787) .21 (835) .24 (804) 。25 (905) 。28 (824) .29 (193) 。32 (477) 。35 (780) 。36 (783) 。38

(773).39 (781).47 (1062)。 48 (67)。49 (1089) .54 (1060).55 (2030)56 (1065).62 (380) .63 (1128)。 75

(306)。 77 (547)。 78 (168)。 79 (1164) 152-82 (594).83 (1226)。 85 (1156)。 87 (1175).88 (1190)。 90

(158)。 91 (1183).92 (1155)。94 (1206).100 (83).102 (1237)。 103 (447)。 104 (1302)。106 (1252)。107

(673).108 (535).110 (41).111 (1925)。 112 (929)。 113 (354)。 114 (35):115 (972).116 (993)。 117

(507).118 (879).119 (502) .120 (980).121 (2)。 123 (658)。 124 (1004).125 (1009).126 (508).127

(3)。 128 (30).130 (463)。 131 (715)。 132 (211)。 133 (2036).136 (154)。 138 (23)。 153‐ 141 (2033)。145

(764)。 146 (762) 。148 (1424) 。149 (165)。 150 (164) .152 (1455) 。156 (602)。 157 (1836) 。158 (702)。 159

(1956)。162 (lo7)。163 (121)。164 (706)。 165 (124).167 (1960).169 (304)。 171 (25)。 172 (308)。173

(120)。 154‐ 177 (1617).179 (2119).181 (2039).187 (613)。 192 (313)。193 (314)。195 (310)。 196 (610).197

(1596) 。198 (711) .200 (1582) 。201 (1585) 1204 (426) 。205 (429)

大坪窯 (松本・岩橋 1985)

152…135(1)。 153‐154(11)。 155(8)。 154-176(24)

北谷古墳 (佐藤 1993)

151‐ 16 (7)

神懸神社古墳

151‐73 (4) .152‐ 122 (12)

下川津遺跡 S D Ⅲ93(藤好他 1988)

151-3(83)。 9(165)

川津一ノ又遺跡 S D15(河 川改修区)(片桐 1997)

151‐8 (886) .154‐ 186 (673)
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川津一ノ又Ⅳ区 S D010(古野1998)

153-151(1299)

金蔵寺下所遺跡 S D06(廣 瀬他 1994)

153‐147 (224)                     .

D]160-162

青ノ山 1号窯

160-1(1)。 2(2).3(3).4(9)。 5(8)。8(5)。9(4)。10(7).11(6).12(10)。 13(11)

打越窯跡

160‐ 14 (14)。 15 (7)。 16 (191).17 (167)118 (59)。 24 (63)。25 (51)。27 (120).30 (400)。 31 (329) .33

(320) .35 (358) 。37 (499) 。38 (275) .39 (291) 。161-55 (110) .66 (149) ,92 (515)

志度末 2号窯

160-34(5)

志度末 3号窯

160‐ 19 (8)。20 (9)。 21 (164)。22 (25).23 (167)。26 (171).28 (190).29 (192)。 32 (191)。36 (181)。40

(54) .41 (129) 。43 (109) 。44 (165) .45 (12) .46 (210)

小谷窯跡 (塚谷古墳を含む)

161-47 (473)。48 (787) .49 (835) .50 (193) 。51 (804)。 52 (824).53 (815) .54 (781)。 56 (41)。57 (35) .58

(879)。 59 (993).60 (950).61 (2)。 62 (559) .63 (508).64 (3).65 (30).67 (463)。 68 (211).69 (2036)。 70

(702).71 (1060).72 (564)。 73 (449)。74 (67)。75 (1089)。 76 (565)。77 (568)。78 (575)。79 (69)。80

(380).81 (1161).82 (1226)。 83 (1166) 。84 (1183).85 (550) 。86 (673)。 87 (535)。 88 (1187)。 89 (447)。 90

(1297) .91 (1455) 。93 (764) 。94 (762) 。95 (1424) .96 (165) 。97 (164)

大坪窯跡 (松本 。岩橋 1985)

162-103 (1).111 (16)。 112 (19)。 114 (22).116 (21)。117 (14).118 (17)。 119 (18)。 126 (10).127 (12)。 128

(8).

下川津遺跡 S D Ⅲ93

160・6 (85) 。7 (165)

金蔵寺下所遺跡 S D06

162-98 (218)。99 (215)。 100 (219)。 101 (217)。 102 (216)。 110 (226)。 113 (228)。 115 (233).120 (232).121

(231)。 122 (230)。123 (224)。124 (222)。125 (223)

稲木遺跡 S D05(真鍋他 1989)

162-106(64)            '

峠奥窯跡 (松本・岩橋 1985)

162…104 (5) 。105 (1) 。lo7 (4) .108 (3) 。109 (2)
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石器観察表

番号 器 種 図版 地 区 名 グリッド 遺 構 名 石  材 備 考

1970 石鏃 (有茎式) I区 E5 灰 原 サヌカイ ト

1971 スクレイパー I区 E4 灰 原 サヌカイ ト

1972 剥片 I区 E5 灰 原 サヌカイ ト

1973 スクレイパー I区 E4 灰 原 サヌカイ ト 平基式

石鏃 V区 F7 Ic層 サヌカイ ト 平基式

2082 石鏃 V区 Ib層 サヌカイ ト 凹基式

2083 石鏃 V区 E8 遺構外 サヌカイ ト 刃部に弱いマメツ痕有り

2084 スクレイパー V区 F8 遺構外 サヌカイ ト 潰れ痕

楔形石器 V区 F7 Ib層 サヌカイ ト

石匙 V区 G8 Ib層 サヌカイ ト

2087 石匙 V区 G8 Ib層 サヌカイ ト

2088 石匙 V区 G8 Ib層 サヌカイ ト 凹基式

2098 石鏃 V区 S K39 サヌカイ ト 平基式

2099 石鏃 V区 E8 S K41 サヌカイ ト

2100 石包丁 V区 S K54 サヌカイ ト

金属器観察表

番号 器 種 図版 地 区 名 遺 構 名 備 考

2145 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2146 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2147 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内 別個体 ?付着

2148 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2149 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2150 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2151 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2152 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2153 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2154 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2155 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2156 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2157 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2158 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2159 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2160 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2161 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2162 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2163 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2164 鉄製釘 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2165 耳環 58、 59 Ⅵ区 塚谷古墳石室内

2182 鋼銭 予備調査A地点 塚谷古墳石室内

2194 銅銭 予備調査B地点 7ト レンチ
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図版 1.1号窯

1～ 3号窯 遠景 価 から)

1号窯 全景 (南から)
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